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人形制作 大井要
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グループ「生き粋会」

展覧会
5/29～ 6/3(予定につき、
要1嗜:認) 10:30～ 20:00
(木・金・土)、 ～19:30
(日・月・水)、 最終日17時

銀座松屋 8階大催事場

東京都中央区銀座 3-6-1

tel く)3-3567-1211

人形では抱き人形の長谷川

裕子さん、市松人形の藤村

明光さんが出展、現代の若

手職人の勉強会 による初め

ての展覧会。
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ヨシヤ・ヤマモト

表紙 「封Fpの鏡」より

インフォメーション・ス

近況報告 吉田良一
ケジュー

Review展覧会より    .■
福田朝子・高木治美。大井要・

熊倉聖祥 ,小沢幹子

四谷シモン。たがわ

VOL.8

文 青山恵一

10～ 1
・ 関き手 ,文 小川千息子

ガネで見るあなた,   1
イル・工ニド・ジマ

デイヴィス

バン 8号

◆人形展 二人のおもちゃ箱
(石橋まり子・山本純子・波田亮)

3/20～3/25 銀座柴山画廊
東京都中央区銀座 5-8‐3 柴山銀座ビル2F
803-3572-1389連 絡先 エコール・ド・シモン (p22
教室案内参照)

◆中西京子とやまと凰和紙人形展 3/25～ 31

横浜人形の家 企画展示室
神奈川県横浜市中区山下町 18 8045-671-9361

◆くら田たまえ人形展 金太郎元気!桃太郎勇気 !

4/16～4/30銀座松屋 遊びのギヤラリー
東京都中央区銀座 3-6-1803-3567-1211
*紀野美代子も同ギャラリーで 9/24-10/7個 展を予定

◆島村龍児個展 (写真)4/2～4/7

11:00～ 18:00
(最終日17時 )

すべ～す小倉屋

東京・JR日 暮里駅北

口左出口 (朝倉彫塑

館より200m先 )8
03-3828-0562
*お倉のあるギヤラ

リーで新作を含めた

人形 20数点とフォ
ト絵 (写真を版画氏

や和紙に焼き付 け彩

色)10数点の作品展

◆藤井路以教室展

5/12～5/18

ギャラリーオガタ

東京都中央区銀座 6-7-12(横 山町ビル lF)
1〕E03-3571-1429

連絡先 :藤井路以アトリエ (p22教室案内参照)

ビンスポット

トビックス ー 足柄

人形つれづれ

グローバルドールソサ上ティ

お化け屋敷店長日記 第4

‐「自石人形の蔵」イ

ドール・フォーラム `

支援するためにつくら

・ンヤパ

ン」の購議会員による非営利 |

ドールズのスポンサーシッ

|   *営利目的のお問合せ
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■インフォメーション

◆意欲ある作家の入会を募る !天愈会
美術人形天愈会は創作の主義。主張を大切に各自の個性を尊
重し、美術人形とはを問い追求する作家集団です。会員作品に

よる定期的な展覧会を中心に活動を行つています。詳細は下記

にお問い合わせ下さい美術人形天愈会 (事務局 関口敬二)
丁EL 0485-41-1451

〒362 埼玉県鴻巣市人形 1-4-21(吉見屋内)

現代有名人気人形作家約200名収録

◆ ―GRAPHIC― クラフ トアー ト人形篇
今日の人形界を多面的にとらえた現代人形作家の名鑑が4月初
旬に全国書店で一斉発売される。誌面では作家自選の近作、作
者写真、略歴、コメントを一人1頁オールカラーで紹介。
A4判 300頁、定価7800円 予約注文は :

株式会社マリア書房 〒602 京都市上京区室町通下立売上ル
丁EL075-432-1201 FAX075-441-2923

◆空間の散歩 ヨシヤ・ヤマモ トの人形劇
3月 29日～31日  (開演時間 29日 :19時、30日 :14時 &
19時、31日 :13時&17時)前売 3000円 当日2700円 (全
席自由) ―ョシヤ・ャマモ トのつくりだす世界には、 ドラマ
チックなストーリーも、派手な装置も必要とされない。人形は、

台詞をしゃべることもなければ、表情を作ることもない。出来な
いのではなく、その必要がないのだ。その繊細で華麗な動きに

よつてすべてを語り、すべての表現が出来るのはヨシヤ・ヤマモ

トの人形が世界でも類をみないオリジナリティーをもっているか

らだ 。・・―(前回公演バンフレットより)

フジタヴアンテ ヴアンテホール 渋谷区千駄ヶ谷 4-6-15
フジタ本社ビル 2F03-3796-2486
問い合わせ :ネルケプランニング 03-3379-7151

う
０

■展覧会・個展他

ドールフェア 3/3迄
グランパパ青山本店

東京都港区南青山 1-1-1 803-3475-1388
11:00～ 19:00
ヒムスタッドをはじめとする欧米の一体物・限定品のアーティ
ストドール、国内作家では長谷川裕子、三輸輝子、櫃田静子、小
林美枝子ら七人の作家が参加、お店に人形が一杯のドールフェ
アは雛祭りまで開催

「ひとがた・カラクリ・ロボット」展 3/3迄
0美術館
東京嗜
『
品りll[区フに崎 1‐6-2 803-3495-4040

10:00～ 18:30(入館 18時まで)休館木曜日
入館料 大人 500円
〈生き人形から「芸術」へ〉〈マネキンにおける人体表現の展開〉

(からくりからロボットヘ)〈現代の「ひとがた」)をテーマに
松本喜二郎、山本福松、ベルナール・フォコン旧蔵のフランス

製マネキン、萬屋仁兵衛、ナム・ジュン・パイク、四谷シモン、

森村泰昌などの作品を展示、ひとがたにまつわる本質的な創造

欲について考察する

アートギャラリーせ 。ら～る
東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-52-3 黒川ビル 3F
8103-3478-5230 1E午 ～20:00 1無休

● 3/17～24 渡辺萌 人形個展 (写真)
●吉田良一人形教室展 前期 4/2～ 4/8
後期 4/9～ 15

● 4/23～4/29 浪漫亭きもの市 (人形のため
の友禅、ちりめん、時代布など)

●5/13～ 19 第 3回グループ
ロンド創作人形展 (写真)

日本創作人形学院 (金曜クラ

ス)粘土人形科の卒業生 9人が

参加

●5/21～ 30 味岡延博 市松人形展
(写真右)

*この他、2/23～ 3/2の豊浦正明写真
展にて山吉由利子の人形展示の予定あり。

昔人形館青 山 Klギ ャラ リー
京都府京都市北区北大路室町南入ル小山東

大野町 69番地
8075-415-147713:00へ′19:00
アピールボックス

● 2/1～ 4/30

山口景子・菊池さなえ 。大槻和子

● 5/1～ 7/31

柴倉一二三、後藤久子、太山レミ

*6号誌上にて11/1～ 96.1/31のアピールボックス出品者として
楠田アヤ子、山吉由利子、岡馬勲の各氏をご紹介いたしましたが、
これは間違いでありここに訂正し皆様にご迷惑をおかけいた しまし
たことを深くお詫び申し上げます。(編集部)

人形プティック竹取物語 かぐや姫の会
東京都豊島区日白3-17-27803‐3954-3395 12:30～18:30
*かぐや姫の会は人形プティック竹取
物語の作家達による作品展の名称です

● 3/12～ 16 平成の文化人形展
●3/26～30 たんぱぱ展 (たんぱぼ
をテーマにした人形や小物)● 4/23
～27(予定)小林美枝子人形展

エコール・ ド・シモン人形展

(写真右)3/7～3/12
新宿 紀伊国屋画廊
東京都新宿区 3-17-7

803-3354-7401 10:00へ 1́8:30
(最終 18:00ま で)
連絡先 エコール・ ド・シモン (p22
教室案内参照 )
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近況報告

吉田良一
昨年 12月 の個展出品作品より

先頃急速来日した現代人形収集家でもある映画女優のデミ・ムーアは、吉田氏をはじめとす

る数人の若手人形作家と面会、吉田氏の解体された人形の美しさにひかれ、2年後に開館予定

の人形美術館に氏のイメージを尊重したの展示箇所を設けることを約束した。

写真集「アナトミックドールⅡ」も12月 に発行され、3月 には「アナトミックドール I、 Ⅱ」

を合わせたCD―ROMが発売になる予定。
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REVIEW
展覧会より

四谷シモン

大井要

たがわまさき 戸田和子
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REVIEW

高
木
治
美

人
形
た
ち
展

せ
ｏ
ら
～
る

（東
京

。
原
宿
）

十

一
月
十
二
日
～
二
十
日

ど
の
人
形
も
手
の
ひ
ら
に
乗
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
の
稚
児
の
和
人
形
ば
か

り
二
十
点
。
最
初
は
通
常
の
大
き
さ

の
市
松
人
形
や
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ド
ー

ル
も
作
っ
て
い
た
高
木
さ
ん
が
、
わ

ず
か
十
～
十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
の
人
形

の
世

界
に
ひ
か
れ
制
作
を
始
め
る

よ
う
に
な

っ
た

の
は
、
人
形
ブ

テ
ィ
ッ
ク
竹
取
物
語
で
十
セ
ン
チ
ほ

ど
の
市
松
人
形
を
見
て
か
ら
。
石
塑

に
胡
粉
で
仕
上
げ
た
作
品
は
、
「柿

は
い
か
が
」
「ア
ヒ
ル
の
行
列
」
な

ど
全
て
ポ
ー
ズ
が
異
な
り
、
小
さ
な

子
供
の
動
き
や
表
情
を
豊
か
に
表
現

し
て
い
る
。
小
さ
い
だ
け
に
、
髪
付

け
や
面
相
に
は
苦
労
す
る
と
い
う

が
、
東
玉
よ
り
注
文
も
受
け
る
よ
う

に
な
り
、
夢
だ
っ
た
人
形
作
家
に
な

る
こ
と
が
で
き
た
と
心
か
ら
喜
ぶ
高

木
さ
ん
の
制
作
に
は
、
ま
す
ま
す
磨

き
が
か
か
つ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

市
村
陽
子

・
宮
崎
み
え
二
人
展

σ
”
８
σ
ｏ
ｏ
（東
京
。
原
宿
）
十

一
月

十

一
月
十
二
日
～
十
七
日

日
当
た
り
の
良
い
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
に
隣
接
し
た
小
さ
な
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
ウ
イ
ン
ド
ウ
越
し
に
、
茶
目
っ
気

の
あ
る
人
形
が
歩
く
人
の
視
線
を
引

い
て
い
た
。
人
形
の
作
者
は
エ
コ
ー

ル
・
ド

・
シ
モ
ン
出
身
の
市
村
さ
ん

と
宮
崎
さ
ん
。
は
虫
類
な
ど
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
あ
し
ら
っ
た
ロ
ッ
ク
志

向
の
人
形
の
市
村
さ
ん
に
対
し
、
宮

崎
さ
ん
は
、
カ
ー
ニ
バ
ル
に
出
か
け

る
華
や
か
で
愛
ら
し
い
子
供
の
人
形

と
、
二
人
の
個
性
は
対
称
的
だ
。
だ

が
共
通
し
て
二
人
の
人
形
の
表
情
に

晴
れ
や
か
さ
が
あ
る
。
聞
け
ば
、
悲

し
み
の
表
情
は
作
り
た
く
な
い
と
い

う
こ
と
で
二
人
の
気
持
ち
は

一
致

し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
二
人
の
小

さ
な
展
覧
会
は
こ
の
街
の
風
景
に
よ

く
馴
染
ん
で
い
た
。

ハ
０

た
が
わ
ま
さ
き
　
創
作
人
形
展

昔
人
形
青
山
ギ
ャ
ラ
リ
Ｉ
Ｋ
ｌ

十

一
月

一
日
～
十
二
日

二
年
ぶ
り
の
活
動
再
開
後
、
初
の

個
展
で
あ
る
。
お
よ
そ
二
十
体
の

兎
、
月
、
花
、
河
童
な
ど
、
自
然
界

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
人
形
に
変
化
は

な
い
が
、
作
風
は
、
よ
り
濃
密
で
過

激
に
な
っ
た
。
搬
入
の
際
の
包
装
品

で
も
あ
っ
た
エ
ア
キ
ャ
ッ
プ
や
ハ
ト

ロ
ン
紙
で
、　
一
見
、
無
造
作
で
大
胆

に
被
わ
れ
た
会
場
を
見
て
、
「準
備

中
で
す
か
？
」
と
、
戸
惑
い
を
見
せ

る
人
も
い
た
が
、
会
場
に
入
る
と
い

つ
の
間
に
か
、
鑑
賞

者
も
ま
た
、
た

が
わ
氏
の
人
形
世
界
に
取
り
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
「作
品

も
装
置
も
自
由
に
触
っ
て
、
動
か
し

て
下
さ
い
」
と
作
者
は
、
涼
し
い
顔

で
あ
る
が
、
他
に
も
、
天
丼
か
ら
吊

下
げ
ら
れ
た
、
道
祖
神
様

の
男
根
に

鼻
先
を
か
す
め
ら
れ
て
驚
か
さ
れ
た

り
と
、
寡
黙
な
作
家
の
い
た
ず
ら
心

い
っ
ぱ
い
の
ユ
ー
モ
ア
が
随
所
に
仕

掛
け
ら
れ
て
い
て
、
日
頃
、
あ
ま
り

人
形
に
興
味
を
示
さ
な
い
人
達
に
も

好
評
だ
っ
た
。
テ
ー
マ
で
あ
る
自
然

界
も
、
人
里
離
れ
た
自
然
で
は
な

く
、
怪
し
げ
な
人
間
界
と
表
裏

一
体

に
あ
る
自
然
界
で
生
々
し
く
も
あ
る

の
だ
が
、
や
わ
ら
か
な
布
の
感
触
と

透
明
感
の
あ
る
色
使
い
の
人
形
達

は
、
そ
の
二
つ
の
世
界

の
ど
ち
ら
に

も
属
す
る
と
も
な
く
、
軽
や
か
に
会

場
内
を
浮
遊
し
続
け
て
い
る
よ
う
で

も
あ
っ
た
。
（Ａ

・
写
真
五
頁
）

大
井
要
展

「封
印
の
鏡
」

十

一
月
十
八
日
～
二
十
六
日

メ
ノ

ヮ

（東
京

・
虎
ノ
門
）

個
展
を
す
る
の
に
い
つ
も
三
年

ほ
ど

の
年
月
を
掛
け
て
制
作
を
す

る
と
い
う
大
井
さ
ん
に
と
っ
て
、

今
回
の

「封
印
の
鏡
」
は
三
回
目
。

タ
イ
ト
ル
の
「封
印
の
鏡
」
は
日
本

神
話
等
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
大
井

さ
ん
の
創
作

に
よ
る
冒
険
フ
ア
ン

タ
ジ
ー
。
邪
神
の
封
印
が
解
か
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
怠
情
な
少
年
ト

キ
が
世
界
の
危
機
を
救

う
旅
に
で

る
と
い
う
物
語
。
思
わ
ず

”鮨
０
の

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を
連
想
す
る
よ
う

な
設
定
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ

る
。

作
品
も
遊
び
心
で
こ
り
に
凝
っ
て

い
て
、
も
ち
ろ
ん
技
術
的
に
も
だ

が
例
え
ば
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

宝
船

の
微
細
な
細
工
部
分
に
も
作

者
の
神
経
や
ユ
ー
モ
ア
が
に
く
い

ほ
ど
行
き
届
い
て
い
る
。
約
二
十

点
の
人
形
や
小

物
の
内
、
動
物
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
が
目
立
つ
。

そ
の
ア
イ
デ
ア
と
造
形
に
ク
レ
イ

ジ
ー
と
い
い
た
い
ほ
ど

パ
ワ
ー
を

感
じ
る
が
、
人
間
の
人
形
は
動
物

に
比
べ
や
や
精
神
的
に
自
由
さ
を

欠
い
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の

は
、
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
次
回

は

「封
印
の
鏡
」
の
完
結
編
で
、
既

に
制
作
計
画
は
進
行
し
て
い
る
そ

う
だ
。

戸

田
和
子
　
遥
か
な
る
ビ
ツ
グ

ホ
ー
ン

十

一
月
二
十
二
日
～
十
二

月
二
日

ベ
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東

京

。
大
森
）

人
形
と
彫
刻
と
の
間
で
、
戸
田

さ
ん
の
創
作
へ
の
情
熱
の
ほ
と
ば

し
り
を
感
じ
る
よ
う
な
展
覧
会
で
あ

る
。
戸

田
さ
ん
の
属
す
る
国
際
現
代

美
術
家
協
会
の
金
属
オ
ブ
ジ
ェ
作
家

で
あ
る
鯨
恵
寿
氏
と
の
合
同
展
だ

が
、
戸
田
さ

ん
は
レ
リ
ー
フ

（写
真

「翔
べ
な
い
天
使
」
）
な
ど
と
立
体
あ

わ
せ
て
五
二
点
を
展
示
し
、
人
形
作

家
と
い
う
名

に
と
ど
ま
ら
な
い
迫
力

で
あ
る
。
石
塑
で
作
ら
れ
た

一
般
的

な
人
形
か
ら
、
樹
脂
や
建
築
素
材
な

ど
を
扱
い
、
ま

た
そ
れ
を
独
自
に
ア

レ
ン
ジ
し
た
大
小
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
レ

リ
ー
フ
ま
で
様
々
な
形
状
の
造
形
物

を
見
る
と
、
作
者

の
旺
盛
な
好
奇
心

と
大
胆
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
建
築
物

に
人
形
を
取
り
込
む
と
い
う
考
え
を

踏
ま
え
て
の
制
作
で
、
耐
久
性
を
考

え
焼
物
な
ど
も
試
し
た
そ
う
だ
が
、

鯨
氏
の
金
属
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
よ
く
調

和
し
て
い
た
。
戸
田
さ
ん
自
身
は
彫

刻
と
人
形
の
ポ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
、
双
方
に
と
っ
て
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
に
な
れ
ば
よ
い
と
考
え
て

い
る
。
作
品
か
ら
感
じ
る
伸
び
や
か

だ
が
重
み
の
あ
る
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム

は
新
た
な
領
域
に
大
胆
に
飛
び
だ
そ

う
と
す
る
彼
女
自
身
の
自
由
だ
け
で

は
な
い
何
か
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
（写
真
五
頁
）

小
沢
幹
子
展

十

一
月
二
十
七
日
～
十
二
月
二
日

ス
ペ
ー
ス
ハ
ウ
ゼ

（東
京
・飯
田
橋
）

以
前
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
シ
モ
ン
で

見
た
過
去
の
教
室
展
の
ア
ル
バ
ム
の

中
に
、
各
年
の
多
く
の
生
徒
の
中
で

名
前
が
判
ら
な
く
て
も
必
ず
作
者
が

特
定
で
き
る
人
が
い
た
。
そ
れ
が
こ

の
小
沢
さ
ん
で
あ
る
。
こ
の
初
個
展

は
現
在
ま
で
の
総
括
で
あ
る
。
坊
主

頭
で
裸
の
ビ
ン
ク
の
抱
き
人
形
、
黒

人
や
衣
装
を
付
け
た
抱
き
人
形
の
ど

れ
も
が
―
フ
リ
ミ
テ
ィ
プ
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
た
ど
た
ど
し
い
造
形
を

計
算
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

え
る
ほ
ど
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
を
感

じ
る
。

小
沢
さ
ん
は
エ
コ
ー
ル
・
ド
・
シ
モ

ン
に
開
校
当
初
よ
り
在
籍
、
シ
モ
ン

氏
を
師
匠
と
呼
び
心
か
ら
尊
敬
す
る

が
、　
そ
の
絶
大
な
る
影
響
力
は
プ

レ
ツ
シ
ャ
ー
で
も
あ
り
、
そ
こ
か
ら

脱
出
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
相
当
な
も

の
だ
つ
た

と
い
う
。
こ
の
個
展
は
若

い
人
に
人
気
が
あ
り
、
「ぶ
っ
と
ん

で
る
」
と
い
う
ほ
め
言
葉
も
あ
っ
た

ら
し
い
が
、
本
人
曰
く

「ま
だ
ま
だ

ぶ
っ
と
ん
で
い
な
い
」
。
こ
れ
か
ら

氏
に
頼
ら
ず
に
自
分
を
高
め
て
い
か

ね
ば
、
と
語
る
小
沢
さ
ん
の
こ
れ
か

ら
を
見
続
け
た
い
。
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ラ

・
バ
ン
ポ
ー
ラ
高
橋
節
子
展

十

一
月
十
九
日
～
十
二
月
十
二
日

西
武
池
袋
店

（東
京

・
池
袋
）

会
期
を
二
部
に
分
け
、　
一
部
で

は
高
橋
節
子
さ
ん
の
個
展
と
し
て
人

形
や
レ
リ
ー
フ
、
鏡
絵
な
ど
百
点
あ

ま
り

を
展
示
し
た
。
中
近
東
の
王

族
の
結
婚
式
を
テ
ー
マ
に
し
た
鮮
や

か
な
色
調
の
新
作
は
、
作
者
の
特
徴

で
あ
る
動
き
の
あ
る
ポ
ー
ズ
に
、
金

の
レ
ー
ス
を
ふ
ん
だ
ん
に
あ
し
ら
い

砂
漠
の
金
砂
を
浴
び
た
よ
う
な
印
象

の
若
者
の
群

像
で
あ
る
。
こ
の
新

作
に
加
え
、
布
張
り
で
穏
や
か
な
家

族
の
情
景
を
描
い
た
作
品
、
ワ
ッ
ク

ス
ド
ー
ル
で
違
う

質
感
に
挑
戦
し

た
少
女
人
形
な
ど
、
作
者
の
素
材
と

モ
チ
ー
フ
に
関
す
る
幅
の
広
さ
を
見

る
と
、　
一
人
の
仕
事
と

は
思
え
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
ん
な
精
力
的
な

作
者
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
民
族
的

風
景
を
通
し
女
性
の
力
強
さ

を
表

現
す
る
こ
と
で
、
今
年
は
パ
キ
ス
タ

ン
に
旅
し
山
奥
の
民
族
を
描
写
す
る

予
定
だ
と
い
う
。
二
部
で
は
ラ
・
バ

ン
ポ
ー
ラ
か
ら
十
二
人
が
ク
リ
ス
マ

ス
関
係
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
た
。

四
谷
シ
モ
ン

［人
形
］

一
九
九
五
年
十
二
月
二
日
～
十
五
日

ア
プ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東
京

・
早
稲

田
）ガ
ウ
デ
ィ
の
建
築
を
思
わ
せ
る

一

風
変
わ
っ
た
タ
イ
ル
張
り
の
ビ
ル
の

地
下
に
そ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
あ
っ

た
。
角
度
と
い
う
概
念
を
忘
れ
さ
せ

る
よ
う
な
非
日
常
的
な
建
物
の
階
段

を
地
下
に
お
り
て
い
く
と
、
白
塗
り

の
壁
の
空
間
に
す
と
ん
と
抜
け
る
。

が
ら
ん
と
し
た
部
屋
の
奥
に
、
キ
リ

ス
ト
と
お
ば
し
き
頭
像
を
中
央
に
左

右
に
天
使

像
が
あ
る
。
左
の
天
使

は
、
緑
の
木
箱
に
白
い
羽
、
右
の
天

使
は
赤
の
木
箱
に
猛
々
し
い
茶
色
の

羽
。
左
の
天
使

は
、
既
に
弊
誌
六
号

の
表
紙
で
紹
介
し
た
作
品
だ
が
、
こ

の
作
品
が
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
を
感
じ
さ

せ
る
な
ら
、
赤
の
木
箱
の
新
作
は
前

作
と
同
じ
型
を
使
い
な
が
ら
、
そ
の

色
が
象
徴
す
る
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
る
。
そ
し
て

箱
の
内
部
に

は
、
溢
れ
ん
ば
か
り
に
天
使
が
描
か

れ
て
い
る
。
作
る
こ
と
の
喜
び
が
最

上
だ
と
語
り
、
こ
れ
か
ら
の
制
作
に

意
欲
的
な
シ
モ
ン
氏
に
は
、
今
年
は

展
覧
会
の
予
定
が
あ
り
既
に
ア
イ
デ

ア
や
新
し
い
試
み
を
胸
に
描
い
て
お

ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
シ
ン
プ
ル
だ

が
、
氏
の
時
間
の
流
れ
を
追
体
験

し
、
こ
れ
か
ら
何
か
を
切
り
開
い
て

い
く
力
を
予
感
さ
せ
ら
れ
る
展
示
で

あ
っ
た
。
（写
真
五
頁
）

◆

教
室
展

・
合

同
展

サ
ラ
　
デ
　
モ
ー
ラ

佐
々
木
美
美
子
と
仲
間
達
展

八
王
子
市
駅
ビ
ル
市
民
ホ
ー
ル
（東

京
）
一
九
九
五
年
十

一
月
四
日
～
九
日

紙
粘
土

や
石
塑
を

使
い
、
エ

ス
ニ
ッ
ク

な
テ
ー

マ

を
得
意
と

す
る
佐
々

木
芙
美
子

さ
ん
の
教

室
展
。
ク

ラ
ウ
ン
、
妖
精
、
タ
イ
や
中
近
束
の

民
族
的
な
風
景
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

習
作
や
自
由
制
作
を
合
わ
せ
約
百
点

を
展
示
し
た
。

稲
辺
智
津
子
教
室
展

十

一
月
二
十

一
日
～
十

一
月
二
十
六

日

ス
テ
ツ
プ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東

京

・
銀
座
）

毎
年
恒
例
の
教
室
展
で
、
自
由

テ
ー
マ
で
二
十
二
人
の
生
徒
が
固
定

ポ
ー
ズ
や
関
節
人
形
を
出
品
。
講
師

の
稲
辺
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
カ
ラ
ー
を
出
す
た
め
の
自
由
テ
ー

マ
な
の
だ
が
、
憧
れ
か
ら
か
、
全
般

的
に
講

師
の
作
風

へ
の
執
着
を
感

じ
た
。
そ
の
中
で
、
金
井
賀
江
さ
ん

の
和
紙
を
張
っ
た
作
品
は
傑
出
し
て

お
り
新
人
と
し
て
巣
立
つ
可
能
性
を

ワ
ー

感
じ
た
。

中
西
京
子
教
室
展

十

一
月
二
十

一
日
～
二
十
六
日

ロ
イ
ヤ
ル
美
術
館

（東
京

・
銀
座
）

七
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
教
室
展

と
あ
っ
て
、
共
通
の
テ
ー
マ

「花
」

を
も
と
に
、
六
十
五
点
あ
ま
り
の
カ

作
の
競
演
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

作
品
に
制
作
前
に
発
想
し
た
と
い
う

歌
や
言
葉
の
入
っ
た
色
紙
が
添
え
ら

れ
、
趣
の
あ
る
教
室
展
と
な
っ
て
い

る
。
華
や
か
さ
と
情
熱
的
な
動
き
が

中
西
和
紙
人
形
の
大
き
な
特
色
だ

が
、
花
を
擬
人
化
し
て
表
現
す
る
に

は
こ
の
和
紙
人
形
の
技
法
と
素
材
そ

の
も
の
が
よ
く
合
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
抽
象
的
な
テ
ー
マ
だ
け
に
発
想

や
色
使
い
の
幅
が
様
々
に
広
が
る

が
、
そ
の
表
現
の
要
求
に
よ
く
応
え

て
い
る
。
ま
た
、　
こ
の
教
室
展
で
、

中
西
京
子
さ
ん
は
新
企
画
の
第

一
作

と
し
て
白
無
垢
の
和
紙
に
よ
る
ハ
ム

レ
ツ
ト
の
ガ
ー
ト
ル

ー
ド
を
初
公

開
し
た
。

展
。
全
国
か
ら
約
八
十
点
の
参
加
が

あ
つ
た
。
グ
ラ
ン
プ
リ
は
神
奈
川

県
の
丸
美
鈴
さ
ん
の
「作
品
Ａ
」、
新

人
賞
は
群
馬
県
の
小
林
と
む
ぼ
さ
ん

の

「海

に
」、
テ
ク
ニ
ツ
ク
賞
は
大

橋
敏
子
さ
ん
の

「空
想
」
な
ど
各
賞

受
賞
作
品
の
展
示
が
あ
っ
た
。
受
賞

の
な
い
作
品
で
も
、
ア
イ
デ
ア
や
表

情
に
苦
心
の
跡
が
見
ら
れ
る
作
品
が

多
い
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。
教
授
陣

か
ら
は
所
由
紀
子
さ
ん
な
ど
十
人
が

出
品
し
た
。

創
作
人
形
展

十
二
月
二
十
六
日
～

一
月
二
日

プ

ラ
ン
タ
ン
銀
座

（東
京

。
銀
座
）

工
房
イ
ク

コ
　
お
雛
様
展

一
九
九
六
年
二

月
二
日
～
十
六
日

工
房
イ
ク
コ

（倉
敷
）

十

一
人
の
創
作
人
形
作
家
に
よ

る
雛
人
形
展
。
雛
と
い
う
テ
ー
マ
で

統

一
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
各
作
家

の
個

性
が
比
較
さ
れ
て
興
味
深
い
。

一
人
が
二
～
五
作
を
出
品
。
黒
固
有

美
子
は
昨
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ド
ー

ル

・
ソ

サ
エ
テ
ィ
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
受
賞
し
た
愛
く
る
し
い
男
女
の
稚

児
の
作
品
を
、
後
藤
朝
子
は
京
人

形
、
紹
野
美
代

子
は
コ
ミ
カ
ル
な

雛
を
、
ね
ず
み
雛
の
京
谷
安
子
や
立

花
則
子
、
他
に
春
木
均
夫
、
藤
井
郁

江
、
国
沢
ト
ミ
コ
、　
武
内
美
津
子
、

熊
井
悦
子
、
木
原
幸
子
ら
が
出
品
し

た

（敬
称
略
）
。
店
長
の
生
関
さ
ん

は
、
作
り
手
の
愛
を
伝

え
る
仕
事

に
幸
福
を
感
じ
こ
れ
か
ら
も
様
々
な

作
家
と
出
会
い
た
い
と
語

っ
て
い

た
。

REV:EW

金井賀江作品

第
十
三
回
　
日
本
創
作
人
形
協

会
展
十

一
月
二
十
四
日
～
二
十
九
日

東
急
日
本
橋
店

（東
京

ｏ
日
本
橋
）

日
本
創
作
人
形
学
院
展
と
併
催
さ

れ
た
日
本
創
作
人
形
協
会
の
定
例

昨
年
二
月
に
続
く
プ
ラ
ン
タ
ン
の

創
作
人
形
展
。
和
風
の
人
形
を
中
心

に
、
杉
日
明
利
、
黒
川
早
恵
美
、
山

田

富
子
、
山
本
七
生
や
和
紙
人
形

大河原玲子作 品

小牧多賀子作品

黒田有美子作品

か
ら
神
本
光
子
、
尾
崎
容
彩
な
ど
新

人
が
出
品
し
た
。
他
に
小
林
美
枝

子
、
丸
美
鈴
、
小
牧
多
賀
子
、
大
槻

和
子
、
荒
木
野
馬
ら
が
出
品
。
年
末

年
始
の
買
い
物
客
が
し
ば
し
足
を
上

め
、
じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る
姿
が
見
受

け
ら
れ
た
。
（敬
称
略
）



古
田
文
　
人
形
展

十

一
月
十
九
日
～
二
五
日

ギ
ャ
ラ

リ
ー
オ
ガ
タ

（東
京

・
銀
座
）

人
形
制
作
を
始
め
て
十
年
あ
ま
り

に
な
る
古
田
さ
ん
の
初
個
展
。
様
々

な
素
材
に
意
欲
的
に
挑
戦
す
る
古
田

さ

ん
は
オ
ー
プ
ン
粘
土
に
始
ま
り
、

今
は
ビ
ス
ク
や
パ
ツ
キ
ン
グ
の
人
形

を
制
作
す
る
。
そ
の
素
材
に
合
わ
せ

て
、
表
現
方
法
も
異
る
。
「旅
人
」
と

掲
げ
ら
れ
た

一
角
は
、
初
期
の
オ
ー

プ
ン
粘
土
の
作
品
群
。
石
を
磨
き
あ

げ
た
よ
う
な
粘
土
の
質
感
が
乾
燥
し

た
高
地
に
住
む
人
の
肌
の
感
じ
を
良

く
表
現
し
、
ア
ジ
ア
の
素
朴
な
遊
牧

民
の
情

景
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。
聞

け
ば
、
創
作
の
原
点
は
作
者
が
遊
牧

に
人
間
の
原
点
を
感
じ
、
限
り
な
く

憧
れ
て
い
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。
ビ
ス

ク
を
単
純
な
形
で
人
形
に
し
た
音
楽

演
奏
の
シ
リ
ー
ズ

「
エ
チ
ュ
ー
ド
」

や
、
最
近
の
パ
ツ
キ
ン
グ
の
作
品
な

ど
も
作
者
の
持
ち
味
は
出
て
い
て
楽

し
め
る
が
、
筆
者
は
初
期
の
作
品
に

作
者
の
精
神
性
を
深
く
感
じ
味
わ
い

深
い
と
思
っ
て
い
る
。

熊
倉
聖
祥
展

十

一
月
二
十
二
日
～

二
十
七
日
紫
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（東
京
・

日
比
谷
）

国
内
の
雛
人
形
や
市
松
人
形
の
顔

の
デ
ザ
イ
ン
を
幅
広
く
手
が
け
、
後

進
の
作
家
の
た
め
に
天
愈
会
を
組
織

す
る
な
ど
の
活
躍
を
考
え
る
と
、
今

回
の
個
展
が
熊
倉
氏
に
と
っ
て
初
個

展
で
あ
る
と
は
意
外
で
あ
る
。
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
テ
ー
マ
に
し
た
色
鮮
や

か
な
美
人
像
や
、
子
供
の
人
形
に
加

え
、
油
絵
作
品
も
展
示
さ
れ
た
。
上

品
で
整

っ
た
稚
児
の
顔
立
ち
に
は

完
璧
と
い
う
言
葉
を

連
想
す
る
。
熊
倉
氏

は
、
作
品
を
彫
塑
と

相
通
じ
る
べ
き
美
術

の

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て

考
え
、
人
形

（ひ
と
が

た
）
造
形
と
呼
ぶ
。
そ

の
時
々
の
素
材
を
取

り
入
れ
る
の
も
文
化

だ
と
、
新
し
い
素
材
も

積
極
的
に
取
り
入
れ

る
。
作
家
は
自
分
の

哲
学
を
持
た
な
け
れ

ば
と
語
ら
れ
て
い
た

が
、
美
し
く

完
璧
な

作

品
を
見

な
が

ら

「芸
術
で
あ
る
な
ら
ば

０
０

見
る
人
に
感
動
を
与
え
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
」
「芸
術
は
自

分
の
た
め

に
出
な
く
、
大
衆
の
た
め
に
あ
る
」

と
い
う
言
葉
に
、
氏
自
身
の
哲
学
を

感
じ
た
。
体
の
動
き
に
よ
っ
て
変
わ

る
衣
服
の
し
わ
の
す
べ
て
が
頭
の
中

に
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
に
至
る
ま
で

の
氏
の
研
鑽
と
経
験
が
、
こ
の
哲
学

の
裏
付
け
と
な
り
、
多
く
の
人
に
愛

で
ら
れ
る
ひ
と
が
た
を
生
み
出
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。

福

田
朝
子

人
形
個
展
　
ギ
ャ
ラ

リ
ー
　
ド
ゥ
シ
ャ
ル
ム

（東
京

・
銀

座
）
十
月
三
十

一
日
～
十

一
月
六
日

入
り
口
を
入
っ
て
す
ぐ
、
の
ん
び

り
と
し
た
表
情
で
出
迎
え
て
く
れ
る

お
ば
あ
さ
ん
の
人
形

「淡
々
」
（写

真
）
が
、
福
田
さ
ん
に
と
っ
て
こ
の

四
回
目
の
個
展
を
特
徴
づ
け
て
い

る
。
制
作
歴
が
十
五
年
と
い
う
福
田

さ
ん
は
浅
見
恵
子
さ
ん
や
山
吉
由
利

子
さ
ん
に
師
事
し
以
前
は
抱
き
人
形

も
制
作
し
て
い
た
が
、
今
回
は
長
い

問
あ
た
た
め

て
き
た
立
体
ス
ケ
ッ

チ
の
構
想
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
リ
ア
ル
で
あ
っ
て
も
そ
つ
く
り

人
形
で
は
な
く
て
、
ス
ケ
ッ
チ
で
あ

る
点
に
こ
だ
わ
り
、
身
近
で
自
分
も

こ
う
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
お
年

寄
り
を
、
作
者
の
イ
メ

ー
ジ
の
中

で
人
形
に
し
て
い
っ
た
。
「淡
々
」

は
そ
の
第

一
作
で
あ
る
。
三
十
セ
ン

チ
前
後
の
パ
ツ
キ
ン
グ
の
人

形
で

ど
こ
に
で
も
い
そ
う
な
老
人
が
十
五

体
、
ひ
な
た
ば
っ
こ
を
し
た
り
、
お

し
や
れ
を
し
た
り
、
見
る
人
の
口

元
が
思
わ
ず
ゆ
る
ん
で
い
く
。
他
に

子
供
や
妖
精
の
作
品
も
あ
り
、
今
後

作
者
が
こ
の
作
風
で
世
界
を
ど
の
よ

う
に
広
げ

て
い
く
か
楽
し
み
で
あ

る
。

吉
田
良

一
人
形
展

十
二
月
四
日
～
十
六
日

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
メ
リ
ア

（東
京

。
青

山
）長
期
に
わ
た
リ
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
創
作
人
形
を
紹
介
し
て
き
た
ア
メ

リ
ア
に
と
っ
て
、
初
め
て
の
吉
田
良

一
展
。
シ
ン
プ
ル
な
構
成
の
会
場
で

は
、
か
っ
て
写
真
集

「星
体
遊
戯
」

で
話
題
作
と
な
り
、
多
く
の
作
り
手

に
影
響
を
与
え
た
坂
口
安
吾
の
「桜

の
木
の
下
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
着
物
の

抱
き
人
形
な
ど
三
体
を
中
心
に
、
近

作
の
ト
ル
ソ

ー
や
フ
ア
ン
の
多
い

関
節
の
抱
き
人
形
の
新
作
な
ど
が
展

示
さ
れ
た
。
こ
の
三
体
は
、
し
ば
ら

く
展
示
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
本

人
に
と
っ
て
過
去
を
再
確
認
す
る
た

め

の
も

の
だ

っ
た

と

い

う

。

「桜
‥

」
の
人
形
は
ひ
と
き
わ
迫
力

を
感
じ
さ
せ
た
が
、
片
隅
に
あ
っ
た

巡
回
展
中
に
破
損
し
腕
を
な
く
し
た

旧
作
の
自
動
人
形

（写
真
）
の
不
思

議
な
存
在
感
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
吉

田
氏
の
人
形
は
、
徒
に
古
く
な
る
の

で
は
な
く
、
作
家
の
時
の
重
み
を
受

け
と
め
る
人
形
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
山
口
氏
は
、
同

性
と
し

て
吉
田
氏
の
作
品
を
、
生

の
す
ご
さ
を
持
ち
な
が
ら
ど
こ
か
な

つ
か
し
さ
を
感
じ
る
と
評
す
る
。
吉

田
氏
は
今
回
の
個
展
を

「ま
だ
ま
だ

で
す
ね
」
と
自
己
批
評
し
、
今
抱
え

て
い
る
漠
然
と
し
た
も
の
を
形
に
す

る
た
め
に
も
手
を
休
め
ず
に
作
り
続

け
な
け
れ
ば
と
語
っ
て
い
た
。
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人形気分
連載第二回

手前味嗜

先
日
、
名
古
屋
で
の
人
形

展
の
折
り
、
以
前
か
ら
親
し

く
し
て
い
た
だ
い
た
地
元
の

人
形
屋
さ
ん
に
案
内
状
を
出

し
た
と
こ
ろ
、
破
産
管
財
人

の
名
の
入
っ
た
紙
片
が
貼
ら

れ
て
戻
っ
て
き
た
。
子
供
達

が
人
形
遊
び
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
久
し
い
、
街
の
人
形
屋
さ

ん
も
確
実

に
、
売
れ
難
く

な
っ
て
い
る
と
聞
く
。

か

っ
て
、
子
供
と
い
え

ば
、
ま
ま
ご
と
や
人
形
遊
び

の
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で

子
供
達
は
、
大
人
の
社
会
を

疑
似
体
験
し
、
ふ
ざ
け
て

折

っ
た
人
形
の
指

に
驚

い

て
、
人
の
痛
み
と
い
う
も
の

を
知

っ
た
の
で
あ
る
、
「そ

Ｏ

υ

ん
な

無
茶
し
た
ら
、
お
人
形

さ
ん
が
泣
い
て
は
る
」
そ
ん

な
言
葉
を
、
子
供
の
頃
、
幾

度
も
聞
い
た
。

赤
子
を
抱
く
の
と
同
じ
様

に
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
、

人
形
を
抱
く
の
も
ま
た
難
し

か
っ
た
。
力
い
っ
ぱ
い
握
り

し
め
る
も
の
で
も
な
い
し
、

ゆ
る
け
れ
ば
落
と
し
て
し
ま

う
。

こ
こ
で
も
子
供
達
は

「
手
か
げ
ん
」
と
い
う
、
自

分
の
身
体
で
し
か
覚
え
ら
れ

な
い
知
恵
を
身
に
つ
け
た
。

パ
ソ
コ
ン
の
キ
ー
ボ
ー
ド
を

見
事
に
こ
な
す
近
頃
の
子
供

達
は
、
我
々
の
世
代
に
羨
望

で
も
あ
る
が
、
「人
の
痛

み
」

や

「手
か
げ
ん
」
と
い
う
曖

昧
な
感
覚
を
、
学
び
損
ね
て

し
ま

っ
た
。
途
中
が
な
く

て
、
行
き

つ
く
所
ま

で
、

行
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

相
手
の
コ
コ
ロ
や
カ
ラ
ダ

を
、
ど
こ
ま
で
痛
め
た
ら
、

こ
の
子
は
壊
れ
て
し
ま
う
の

か
、
そ
の
痛
み
や
手
か
げ
ん

さ
え
心
得
て
い
れ
ば
、
死
に

至
る
ま
で
の

「い
じ
め
」
も

き
っ
と
避
け
ら
れ
た
。

ミ
キ
ハ
ウ
ス
や
ミ
ニ
バ
ツ

の
カ
ラ
フ
ル
な
ベ
ピ
ー
服
を

子
供
に
着
せ
て
、
得
意
気
に

歩
く
若
い
母
親
を
街
角
で
見

か
け
る
と
、
「着
せ
替
え
人

形
遊
び
」
が
、
こ
ん
な
形
で

残

っ
て
い
た
の
か
と
感
心
す

る
が
、
も
は
や
、
現
代
の

子

供
達
に
人
形
遊
び
は
蘇
り
は

し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
人
形

文
化
が
も

っ
と
も
華
や
か

だ

っ
た
の
は
、
大
正
か
ら
昭

和
初
期
に
か
け

て
の
時
代

で
、
大
人
の
文
化
と
子
供

の

文
化
が
仲
良
く
融
合
し
た
時

代
で
も
あ
っ
た
。

同
時
に
そ
れ
は
、
絵
画
、

文
学
、
音
楽

の
融
合

で
も

あ
っ
た
か
ら
、
パ
リ
の
印
象

派
に
も
似
て
い
る
が
、
世
代

を
含
め
て
ま
で
の
融
合
は
日

本
独
自
の
文
化
で
、
そ
の
中

心
に
人
形
が
あ
っ
た
。
夢
路

の

「花
嫁
人
形
」
は
、
童
謡

で
も
あ
り
流
行
歌
で
も
あ
っ

た
の
だ
。

第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の

僅
か
な
期
間
で
は
あ

っ
た

、
あ
ら
ゆ
る
文
化
が
成
熟

、
人
々
が
生
活
を
お
う
歌

た
時
、
人
形
も
ま
た
幸
せ

生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き

さ
ら
に
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
江
戸
の
庶
民
文
化
が

も
っ
と
も
発
達
し
た
と
い
わ

れ
る
文
化
文
政

（
一
九
世
紀

初

頭
）
頃
に
は
、
御
所
人
形

や
市
松
人
形
の
逸
品
が
、
集

中
し
て
い
る
。
人
間
が
人
間

ら
し
く
、
人
形
が
人
形
ら
し

く
、
そ
の
位
置
関
係
が
は
っ

き
り
し
て
い
る
時
代
は
、
良

い
時
代
と
云
え
た
。
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
人
形
は
、
人

形
遊
び
を
し
な
い
、
遊
ぶ
の

は
、
人
間
だ
け
で
あ
る
。
街

角
で
見
か
け
た
着
せ
替
え
人

形
の
子
供
も
、
残
念
な

が
ら

人
形
遊
び
は
し
な
い
だ
ろ
う

と
、
だ
か
ら
、
想
像
す
る
の

で
あ
る
。

「人
形
遊
び
は
、
時
代
を
良

く
し
ま
す
」

無
理
を
承
知
の
理
屈
だ
が
、

時
々
、
店
で
使
っ
て
い
る
。

（京
都

・
昔
人
形
館
青
山
店

主
）
写
真
　
明
治
時
代
の
抱
き
人
形

（昔
人
形
館
青
山
）

文 書出恵―
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カバーインタビュー

人 井 署 (おおいかなめ)

大井要さんが一回の個展のために三～四年前から構想を練り、じっくり制作をす

るということは一部の人の間でよく知られていたことらしい。それだけにたった

一週間あまりの彼女の作品の発表の機会は貴重である。昨年 11月 に3年ぶりの
個展を開催した大井さんにお話を伺うことが出来たので、人形同様痛快な彼女の

言葉や思想を一緒に味わっていただきたい。

インタビュー・文

小川千恵子

＾
υ

し
ょ
せ
ん
人
形

■
　
大
井
さ
ん
の
個
展
は

一
貫

し
た
物
語
に
沿
っ
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
展
に
年
数
を
か
け

て
制
作
を
す
る
と

の
こ
と
で
す

が
。
大
井
　
今
回
は
自
作

の
物
語

『封
印
の
鏡
』
に
沿
っ
て
、
人
形

を
焼
き
直
し
な
ど
し
て
、
四
～

五
年
か
け
て
個
展

を
や
り
ま
し

た
。
今
ま
で
別
の
テ
ー
マ
も
含

め
て
三
回
や
っ
て
、
ほ
ぼ
完
売

し
ま
し
た
。
次
は
第
四
部
に
む

け
て
ま
た
二
～
三
年
か
け
ま
す
。

■
　
で
も
、
こ
の
物
語
の
写
真

絵
本
を
作
る
こ
と
が
希
望
と
し

て
あ
る
と
の
こ
と
、
そ
れ
で
は

人
形
を
売
っ
て
し

ま

っ
て
は
、

ま
た
集
め
る
の
が
難
し
い
の
で

は
？
大
井
　
う
ん
。
そ
の
時
は
ま
た

焼
き
な
お
し
て
全
部
作
り
な
お

し
ま
す
。
私
は
作

っ
て
し
ま
っ

た
人
形
に
は
、
全

然
未
練
が
な

い
ん
で
す
。
人
形
作
家
の

一
番

い
け
な
い
と
こ
ろ
を
考
え
た
と

き
、
そ
れ
は
自
分
を
過
大
評
価

し
す

ぎ
る
こ
と
。
自
分
で
売
っ

て
、
そ
の
お
金
で
次
に
出
る
作

品
の
構
成
を
し
て
い
か
な
い
と

作
家
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
、

き
っ
ち
り
売
る
と
い
う
こ
と
を
、

み
ん
な
し
て
い
か
な
い
と
。
箱

を
ど
う
す
る
か
、
発
送
を
ど
う

す
る

か
と
か
、
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
含
め
て
。
そ
れ
だ
け
で

も
作
品
に
対
す
る
考
え
方
が
変

わ
り
ま
す
。

お
金
っ
て
す
ご
く
下
世
話
だ

け
ど
、
大
事
。
お
金
の
こ
と
を

意
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

み
ん
な
作
品
に
値

段
を
つ
け
た

と
き
、
こ
の
値
段
で
自
分
は
買

う
か
？
っ
て
問
い
直
さ
な
け
れ

ば
。
思
い
入
れ
を
プ
ラ
イ
ス
に

反
映
さ
せ
る
作
家
が
い
ま
す
が
、

買
う
人
は
そ
れ
を
欲
し
い
わ
け

で
は
な
い
。
と
に
か
く
材
料
費

だ
け
で
い
い
か
ら
、
次

へ
の
ス

テ
ツ
プ
に
な
れ
ば
い
い
。
自
分

の
人
件
費
を
入
れ
ら
れ
る
時
が

次
に
来
る
、
と
私
は
思
っ
て
い

ま
す
。
　
そ
こ
に
到
達
で
き
な

か
っ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
の
作
家

だ

っ
た
と
い
う
事
な
ん
で
す
。

■
　
私
も
人
形
で
ビ
ジ
ネ
ス
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
金

銭
面
か
ら
見
た
プ

ロ
の
作
家
と

し
て
の
厳
し
い
自

覚
を
も
っ
て

い
る
方

っ
て
少
な
い
で
す
ね
。

市
場
が
出
来
上
が
っ
て
な
い
せ

い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
価

格
は

本
当
に
皆
、
勝
手
な
付
け

方
を
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
作
品
を
見
て
、
本
当
に

こ
の
価
格
？
と
思
う
こ

と
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
で
売
れ
た
り

し
て
し
ま
う
。
で
も
、
そ
れ
は

親
戚
や
知
人
が
ご
祝
儀
で
買
っ

て
い
く
か
ら
じ
や
な
い
か
っ
て
、

私
は
親
戚
価
格

っ
て
呼
ん
で
ま

す
。
で
も
、
こ
の
人
は
プ

ロ
だ

な
、
と
思
う
方
は
、
皆
妥

当
な

価
格
を
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
幅

広
い
方
に
買
わ
れ
て
、
い
つ
も

成
功
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

大
井
　
み
ん
な
製
造
業
と
い
う

根
本
を
忘
れ
て
い
る
の
よ
。
も

の
を
作
る
人
は
皆
製
造
業
で
す

よ
。
■
　
そ
う
い
え
ば
、
金
属
を
扱

う
作
家
が
、
登
録
は

「板
金
業
」

と
し
て
る
っ
て
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
（笑
）

大
井
　
し
ょ
せ
ん
人
形
じ
や
な

い
か
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
人

形
を
作
る
こ
と
は
、
別
に
え
ら

く
も
な
い
し
、
ま

た
ア
ー
テ
ィ

ス
テ
ィ
ツ
ク
な
こ
と
を
や
っ
て

い
る
人
が
特
別
に
い
い
っ
て
わ

け
じ
や
な
い
か
ら
ね
。
以
前
、

デ
パ

ー
ト
で
の
合
同
展
に
出
品

し
た
と
き
、
他
の
人
形
作
家
の

方
を
見
て
、
何
を
そ
ん
な
に
気

合
い
を
入
れ
て
ん
だ
ろ

う
、
っ

て
感
じ
た
の
。
彫
刻
だ

っ
て
、

絵
だ

っ
て
、
し
ょ
せ
ん
そ
れ
だ

け
の
も
の
な
の
よ
。
ピ
カ
ソ
と

か
政
治
的

に
入
り
込
ん
で
主
張

で
き
る
巨
匠
な
ん
て
そ
ん
な
に

い
な
い
わ
よ
。
そ
こ
に
哲
学
や

主
張
を
入
れ
て
作
れ
る
人
の
割

合
は
宝
く
じ
に
当
た
る
よ
り
難

し
い
。
私
は
そ
う
考
え
て
い
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
で
き
る
か
ら
っ

て
、
そ

の
気
に
な

っ
た

っ
て

し
ょ
う
が
な
い
。
自
分
が
楽
し

ん
で
や

っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、

そ
れ
で
人
も
楽
し
ん
で
く
れ
れ

ば
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
。
私
の

作
品
を
好
き
な
人
も
嫌
い
な
人

も
い
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
そ
れ

は
そ
れ
で
い
い
じ
や
な

い
。
そ

れ
な
の
に
カ
リ
ス
マ
性
と
か
そ

う
い
っ
た
ス
パ
イ
ス
で
価
値
を

上
げ
て
、
作
家
を
お
も
ね

っ
て

へ
ん
な
出
方
を

す
る
人
が
い
ま

す
よ
ね
。
人
形
作
る
よ
り
、
関

西
の
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

や

っ
て
い
る
方
が
ど
ん
な
に
人

の
役
に
た
つ
と
い
う
こ
と
く
ら

い
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ
と

を
冷
静
に
見
ら
れ
る
く
ら
い
に

な
ら
な
い
と
。
何
か

し
て
い
る

と
き
、
そ
れ
が
人
の
た
め
に
な

る
こ
と
か
と
考
え
ら
れ
る
方
が

人
と
し
て
は
上
等
よ
。
だ
か
ら
、

し
ょ
せ
ん
人
形
、
た
か
が
人
形
、

そ
う
思
わ
な
い
と
だ
め
。
私
の

や
っ
て
い
る
こ
と
な
ん
て
、
本

当
に
屁
み
た
い
な
も
の
で
す
。

現
実
は
そ
う
だ
と
思
う
。
で
も
、

何
か
役
に
立
つ
ん
で
は
な
い
か
、

そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
自
分
を

持

っ
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
か
っ
て
考
え
る
よ
う
に
な

れ
ば
誰
で
も
作
品
は
だ
い
ぶ
変

わ
り
ま
す
。



ジ
ュ
サ
ブ
ロ
ー
の
影
響

大
井
　
人
形
を
作

っ
て
い
る
人

で
本
当
に
す
ご
い
な
っ
て
思
っ

た
人
は
い
な
い
。
唯

一
好
き

だ
っ
た
の
は
、
辻
村

ジ

ユ
サ
ブ

ロ
ー
さ
ん
だ

っ
た
け
ど
、
最
近

の
作
品
に
は
も
う
興
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
技
術
は
素
晴
ら
し
い

と
思
い

ま
す
が
、
今
は
私
の
中

で
ひ
か
れ
る
も
の
を
感
じ
な
い
。

■
　
誰
か
に
似
て
い
る
っ
て
い

う
こ
と
は
も
の
す
ご
く
失
礼
な

言
い
方
な
の
で
、
私
の
感
じ
た

こ
と
を
素
直
に
聞

い
て
下
さ
り

そ
う
な
方
に
し
か
話
さ
な
い
の

で
す
が

・
・
・

大
井
　
あ
、
私
は
大
丈
夫
で
す
。

な
ん
で
も
話
し
て
下
さ
い
。

■
　
私
、
初
め
て
大
井
さ
ん
の

作
品
を
見
た
と
き
、
ジ

ュ
サ
プ

ロ
ー
さ
ん
ぽ
い
な
っ
て
感
じ
た

ん
で
す
。
印
象
に

残
り
ま
し
た

が
、
そ
の
時
そ
こ
で
興
味
が
薄

れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
確
か
に

あ
り
ま
し
た
。

大
井
　
ジ

ュ
サ
プ

ロ
ー
に
影
響

さ
れ
て
い
る
の
も
、
そ
れ
を
言

い
た
く
な
い
の
も
本
当
。
ジ

ュ

サ
プ
ロ
ー
の
真
似

は
し
て
い
ま

し
た
。
確
か
に
彼
の
技
術
は
す

ご
く
あ
り
ま
す
。
本
当
に
天
性

の
も
の
だ
と
思
う
。
ま
だ
真
似

と
言

わ
れ
る
の
は
、
そ
の
程
度

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
技
術
に

つ
い
て
は
、
私
は
逆
立
ち
し
て

も
あ

の
技
術
は
真
似

で
き
な

い
。
ジ
ュ
サ
プ

ロ
ー
の
里
見
八

犬
伝
は
好
き
で
、
テ
レ
ビ
を
食

い
入
る
よ
う
に
見

て
い
た
か

ら
、
や
っ
と
真

似
さ
れ
た
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と

い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
似

て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
腹
も
立

た

な
い
だ
ろ
う
な
。
彼
は
先
に

生
ま
れ
て
い
る
し
、
影
響
さ
れ

て
い
な
い
と
言
う
の
は
無
理
。

敬
意
を
払
い
た
い
の

は
四
谷
シ

モ
ン
や
ジ

ュ
サ
プ

ロ
ー
が
こ
う

い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と

を
世
に
知
ら
し
め
た
と
い
う
事

で
す
。　
で
も
私
は
、
次
に
は
こ

こ
を
抜
け
て
変
わ

っ
て
く
る
と

思
う
。

■
　
私
は
大
井
さ
ん
に
是
非
、

抜
け
て
欲
し
い
で
す
ね
。
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
展
開
が
と
て
も
楽
し

み
だ
し
、
そ
れ
だ

け
の
力
を
お

持
ち
だ
と
思
う
。

大
井
　
私
は
、
人
形
を
あ
あ
い

う
風
に
仕
立
て
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
年
代
も
あ
る
と
思

う
。
八
犬
伝
の
よ

う
に
物
語
が

あ
る
と
楽
な
の
で
、
私
も
随
分

人
形
を
作
る
た
め
の
物
語
を
さ

が
し
ま
し
た
が
、
著
作
権
の
間

題
な

ど
を
考
え
自
分
で
作
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

『封

印
の
鏡
』
で
す
。
個
展
で
小
川

さ
ん
も
言
っ
て
た
け
ど

フ
ァ
ミ

コ
ン
の
ゲ
ー
ム
に
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
人

形
劇
に
し
よ
う
と
思
う
と
、
現

代
で
は
そ
の
よ
う
に
や
り
方
が

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

■
　
大
井
さ
ん
の
作
品
は
、
本

人
が
楽
し
ん
で
作
ち

て
い
る
ん

だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
遊
び
感

覚
の
楽
し
さ
を
感

じ
ま
す
ね
。

そ
の
明
る
さ
は
ジ

ュ
サ
プ

ロ
ー

さ
ん
と
は
異
な
る
も
の
だ
と
思

い
ま
す
が
。

大
井
　
楽
し
く
や
る
の
は
重
要

ね
。
で
も
、
そ
の
明
る
さ
や
暗

さ
は
資
質
じ
や
な
い
。
年
代
で

す
。
あ
の
暗
さ
を

時
代
が
受
け

入
れ
た
と
思
う
。
そ
の
辺
は
小

手
先
で
出
来
る
こ
と
で
、
そ
の

時
代
に
合
わ
せ
て
技
術
で
明
る

い
も
の
も
作
れ
た
は
ず

で
す
。

実
際
彼
は
テ
レ
ビ
の
人
形
劇
用

に
明
る
い
人
形
を
作

っ
て
い
る

ん
で
す
。

ピ

ュ
ア
で
あ
る
こ
と

■
　
ジ

ュ
サ
プ

ロ
ー
さ
ん
だ
け

に
興
味
を
持
た
れ
た
と
い
う
事

で
す
が
、　
一
方
で
四
谷
シ
モ
ン

さ

ん

の

亜

流

と

見

ら

れ

る

シ
ュ
ー
ル
な
作
品
の
傾
向
に
つ

い
て
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

大
井
　
私
は
シ
ュ
ー
ル
な
も
の

は
嫌
い
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う

傾
向

の
多
く

の
人
形
作
家

に

ア
ー
ト
し
て
る
自
己

満
足
を
感

じ
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
見
合

っ

た
哲
学
を
し
て
欲
し
い
っ
て
思

い
ま
す
ね
。

■
　
そ
れ
は
同
感
で
す
。
私
は

ベ
ル
メ
ー
ル
や
シ
モ
ン
さ
ん
の

作
品
な
ど
シ

ュ
ー
ル
な
も
の
も

好
き
で
す
が
、
そ

う
い
う
作
品

に
は
そ
れ
だ
け

の
必
然
性
が

あ
っ
て
の
表
現
だ

っ
た
と
思
う

し
、
川
の
向
こ
う
側
の
世
界
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
実

際
に
は
こ
ち
ら
側
で
そ
の
外
見

的
な
異
常
性
だ
け
を
追
求
す
る

人
が
多
い
で
す
ね
。
精
神

性
を

伴
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
お
化
け

屋
敷
の
造
形
物
と
の
区
別
が
な

く
な
る
。
か
え
っ
て
お
化
け
屋

敷

の
が
デ

ツ
サ
ン
も
素
材
も

し
っ
か
り
し
て
い
る
。

大
井
　
こ
こ
に
昔
の
芸
術
新
潮

の
精
神
異
常
者
の
芸
術
を
特
集

し
た
号
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
こ

れ
、
す
ご
い
で
し

ょ
。
私
の
大

好
き
な
絵
も
あ
り
ま
す
。
私
は

彼
ら
に
比
べ
る
と
、
ピ

ュ
ア
な

感
じ
で
も
の
を
作
っ
て
い
な
い
。

ま

た
、
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
思

う
。
私
だ
け
で
な
く
、
今
、
人
形

を
作

っ
て
い
る
人
達
の
も
の
っ

て
、
技
巧
的
だ
よ

ね
。
こ
う
い

う
本
を
見
た
り
、
テ
レ
ビ
の
震

災
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
り
し
て

い
る
と
、
人
形
を
作
る
こ
と
は

自
分

が
ど
こ
に
所
在
を
求
め
て

や
っ
て
い
た
か
と
考
え
た
方
が

救
わ
れ
る
。
で
も
、
ス
ト
イ
ッ

ク
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。

11
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封
印
の
鏡
　
あ
ら
す
じ

夜
を
司
る
天
空
の
開
の
女
神
に
仕

え
る
よ
う
杏

（
ヨ
ウ
）
は
、
ふ
と
し

た
間
違
い
か
ら
女
神
の
怒
り
を
買

い
、
地
上
界
に
と
ば
さ
れ
て
し
ま

う
。
地
上
で
は
天
空
の
女
神
達
に
封

印
さ
れ
た
邪
神
奸

（カ
ン
）
が
言
葉

巧
み
に
ヨ
ウ
を
だ
ま
し
、
封
印
を
と

か
せ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ン
は
天
空
の

間
を
司
る
鏡
を
自
分
を
封
じ
込
め
て

い
た
封
印
の
鏡
と
交
換
、
逆
に
闇
の

女
神
を
封
じ
て
し
ま
っ
た
。
事
の
重

大
を
知
っ
た
天
空
の
女
神
祗
は
か
っ

て
自
分
に
仕
え
て
い
た
怠
情
な
少
年

伽

（ト
キ
）
に
カ
ン
の
元
へ
向
か
う

よ
う
に
命
ず
る
。
八
人
の
従
者
を
あ

て
が
わ
れ
、
ト
キ
は
ひ
と
ま
ず
冒
険

の
旅
に
出
る
が

・
・
・
。

自
分
に
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
い

う
事
を
認
識
し
な
い
と
。
人
に

い
い
と
言
わ
れ
る
と
、
前
に
行

こ
う
と
し
て
い

る
自
分
に
嘘
を

つ
く
。

夢
と
現
実

■
　
大
井
さ
ん
は
、
人
形
よ
り

は
他
の
分
野
に
興
味
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
？

大
井
　
そ
う
で
す
。
か
え
っ
て

絵
や
彫
刻
の
友
人
が
多
い
し
、

そ
の
系
統
の
も
の
を
よ
く
見
て

い
ま
す
。
人
形
に

関
し
て
は
、

古
い
市
松
人
形
に
し
か
興
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
人
形
を
作
る

き
っ
か
け
は
、
古
い
坊
主
の
市

松
人
形

を
見
て
買
え
な
く
て
、

作
り
方
を
竹
取
物
語
に
習
い
に

行
っ
た
こ
と
な
ん
で
す
。

■
　
そ
う
だ

っ
た
ん
で
す
か
。

大
井
　
他
に
私
の
好
き
な
テ
レ

ビ
を
い
う
と
、
私
の
こ
と
少
し

分
か
る
か
し
ら
。
セ
サ
ミ

・
ス

ト
リ
ー
ト
、
＊
ウ
ゴ

ウ
ゴ
ル
ー

ガ
、
ポ
ン
キ
ツ
キ
ー
ズ
や
海
外

の
人
形
ア
ニ
メ
の
ダ
ー
ク

・
ク

リ

ス
タ
ル
な
ど
。
毎
朝
ポ

ン

キ
ッ
キ
ー

ズ
の
コ
ニ
ー
ち
や
ん

と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
す
る
の
が
日

課
で
す

（笑
）
。

■
　
あ
あ
、
確
か
ダ
ー
ク
ク
リ

ス
タ
ル
は
セ
サ
ミ

・
ス
ト
リ
ー

ト
の
マ
ペ
ツ
ト
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
人
が
制
作
し
た

作
品
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
ウ
ゴ
ウ

ゴ
ル
ー
ガ
は
面
白
か
っ
た
で
す

ね
。
す
ぐ
に
終
了
し
て
今
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
が
天
才
テ
レ
ビ
く
ん
で
ア

イ
デ
ア
を
真
似
し
て
や
っ
て
い

ま
す
が
、
あ
れ
は
面
白
く
な
い
。

作
品
や
物
語
の
発
想

は
そ
う
い

う
も
の
も
関
係
し
ま
す
か
？

大
井
　
夢
み
た

い
な
も

の
を

作
っ
て
い
る
わ
け
だ
け
ど
、
夢

を
見
る
に
は
現
実
を
ち
や
ん
と

見
て
い
な
い
と
出
来

な
い
。
現

実
が
夢
を
見
る
た
め
の
原
動
力

な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
大
根
を

買
う
と
か
い
う
き
ち
ん
と
し
た

日
常
を

や
っ
て
い
る
人
が
、
夢

を
み
れ
る
ん
だ
よ
ね
。
地
に
足

が
つ
い
て
い
る
現
実
が
あ
る
か

ら
夢
を
見
ら
れ
る
。
だ

っ
て
、

い
つ
も
い
つ
も
夢
を
見
て
い
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
す
よ
。

■
　
江
戸
っ
子
で
す
か
？

大
井
　
東
京
で
す

■
　
そ
う
じ
や
な
い
か
と
思
っ

た
ん
で
す
。
大
井
さ
ん
の
話
し

方

っ
て
歯
に
衣
着
せ
な
い
し
、

気
っ
ぷ
が
い
い
し
。

大
井
　
は
っ
き
り
も
の
を
言

っ

ち
ゃ
い
け
な
い
と
い
う
傾
向
が

多
い
。
や
っ
ぱ
リ
ス
ト
レ
ー
ト

に
言
わ
れ
る
の
が

駄
目
な
ん

じ
や
な
い
か
な
。
み
ん
な
、
批

評
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
な
い

ん
で
す
よ
ね
。

■
　
私
は
、
批
評
を
受
け
ら
れ

な
い
の
は
、
そ
の
人
が
未
熟
な

ん
だ
と
思
い
ま
す
。

大
井
　
私
も
個
展
の
時
、
色
々

批
評
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

み
な
的
を
得
て
い
て
い
ま
す
。

私
だ
け
気
が
つ

い
た
こ
と
を
そ

の
人
に
も
気
付
か
れ
る
と
、
く

や
し
い
っ
て
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
、
私
は
そ
の
批
評
に
よ
っ
て

そ
の
人
を
見
ま
す
。
だ

っ
て
、

全
部
の
作
品
が
い
い
っ
て
訳
が

な
い
で
す
か
ら
。

■
　
多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、

批
評
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
は

大
事
で
す
ね
。
で
も
、
作
家
が

成
功
す
る
ほ
ど
客
観
的
な
評
価

を
得
に
く
く
な
り
ま
す
ね
。
パ

ト
ロ
ン
な
ど
が
つ
け
ば
プ

ロ
の

作
家
と
し
て
安
定
す
る
の
か
も

し
れ

ま
せ
ん
が
。

大
井
　
作
家
と
し
て
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
安
定
を

求
め
て
は
い
け
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
現
状
維
持
を
求
め

ち
や
い
け
な
い
。
不
安
に
な
る

と
い
う
の
も
分
か
る
け
ど
、
不

安
は
不
満
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

何
の

心
配
も
な
く
な
っ
た
ら
、

何
を
作
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら

な
く
な
り
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
よ
う
に
毎
月
決
ま

っ
た
額

を
持
っ
て
く
る
こ
と
が
全
て
の

価
値
基
準
で
は
な
い
で
す
。
人

間
の
質
が
上
等
か
、
そ
う
で
な

い
か
は
お

金
じ
ゃ
な
い
。
そ
れ

に
、
作
品
を
き
ち
っ
と
評
価
で

き
る
人
は
ゼ

ロ
に
近
い
で
す
。

「号
」
と
か
お
金
の
額
で
人

を

計
る
の
が
、
私
は
日
本
で

一
番

嫌
い
な
こ
と
。
お
金
は
必
要
な

価
値
基
準
で
あ
る
け
れ
ど
、
そ

れ
で
人
を
計
っ

て
は
い
け
ま
せ

ん
。

私
の
場
合
は
、
夫
に
ご
飯

を
食
べ
さ
せ
て
も
ら
え
て
い
る

か
ら
こ
れ
を
や

っ
て
い
ま
す
。

お
金
が
欲
し
く
や
っ
て

い
る
ん

じ
や
な
い
か
ら
。

■
　
主
婦
で
あ
る
作
家
が
多
い

で
す
が
、
そ
れ
が
作
家
で
あ
る

こ
と
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
か

ら
ね
。

大
井
　
で
も
確
か
に
主
婦
で
あ

る
と
い
う
事
が
、
甘
え
の
要
因

に
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま

す
。
■
　
以
前
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
お

仕
事
を
し
て
い
た
と
お
聞
き
し

た
の
で
す
が
。

大
井
　
基
本
的
に
は
デ

ィ
ス
プ

レ
イ
だ

つ
た
ん
だ
け
ど
、
劇
場

美
術
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ

ン
も
や
っ
て
い
ま

し
た
。
メ
ー

カ
ー
の
セ
キ
グ
チ
で
も
三
年
ほ

ど
企
画
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、

私
は
自
分
が
ど
こ
の
大
学
を
出

た

と
か
経
歴
を
書
か
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

■
　
そ
れ
は
ど
う
し
て
？

大
井
　
一肩
書
き
が
大
事
よ
ね
、

日
本
は
。
個
展
を
や
る
の
に
最

画
廊
と
の
経
験



仕事場の大井要さん

傍らの福助にはちょこんと麦わら帽子が被せられていた

初
、
デ
パ
ー
ト
や
画
廊
な
ど
随

分
回
り
ま
し
た
が
、

全
部
蹴
ら

れ
ま
し
た
。
前
例
が
な

い
か

ら
っ
て
。
数
字
や
デ
ー
タ
が
大

事
な
の
よ
ね
。
現
実
を
見
て
評

価
で
き
る

人
間
は
少
な
い
で

す
。
で
も
私
は
作
品
で
評
価
し

て
欲
し
い
。

■
　
そ
れ
は
す
ご
く
よ
く
分
か

り
ま
す
。

大
井
　
売
れ
な
い
人
形
は
悪
い

人
形
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な

い
。
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス
す
る
人
に

問
題
が
あ
る
の
は

事
実
。
ビ
ジ

ネ

ス
に
は
リ

ス
ク
が

つ
き
ま

と
っ
て
い
る
と
い
う
事
を
忘
れ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

■
　
詳
し
い
で
す
ね

大
井
　
は
い
。
長
い
間
つ
き
あ

い
が
あ
り
ま
し
た
し
、
見
て
き

ま
し
た
か
ら
。
は
じ
め
は
、
あ

あ
い
う
人
達
は
シ

ス
テ
マ
チ
ッ

ク
だ

と
思

っ
て
い
た
。
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
の
仕
事
を
し
て
い
る

と
き
は
そ
う
で
し
た
か
ら
。
で

も
、
画

商
と
か
画
廊
と
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
に
シ
ス
テ
ム
が
な
い

の
で
驚
い
た
ん
で
す
。
売
れ
る

作
家
だ
と
、
画
廊
は
ち
ゃ

ん
と

つ
き
あ
っ
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、

人
間
と
し
て
の
つ
き
あ
い
は
普

通
に
す
る
け
ど
、
画
廊
と
く
む

な
ら
ば
性

格
的
に
よ
っ
ぱ
ど
相

性
が
良
く
な
け
れ
ば
。
相
手
に

食
い
つ
ぶ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ず

っ
と
つ
き
あ

っ
て
き
て

分

か
っ
た
の
は
、
「あ
の
人
達
っ
て

作
品
入
れ
な
か
っ
た
ら
た
だ
の

人
な
ん
だ
な
」
っ
て
こ
と
で
す
。

だ

っ
て
、

あ
の
人
達
は
も
の
を

作
る
こ
と
が
出
来
な
い
ん
で
す

か
ら
。

■
　
彼
ら
は
非
常
に
権
威
主
義

的
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
ね

大
井
　
権
威
と
か
も
し
求
め
て

い
く
の
な
ら
、
も
っ
と
業
界
と

し
て
確
立
し
な
い
と
駄
目
で
す
。

い
い
も
の
だ

っ
た
ら
お
金
に
な

る
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き

な
い
と
。
産
業
と
し

て
成
り

立
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
　
今
後
の
展
望
は
？

大
井
　
ま
た

『封
印
の
鏡
』
の

完
結
編
の
個
展
に
む
け
て
制
作

を
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ま
だ

予
定
な
ん
だ
け
ど
、
郊
外
に

引
っ
越
し
て
サ
ロ
ン
を
つ
く
っ

て
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
今

ま
で
人
に

会
わ
な
い
よ
う
に

や
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
、
作
品

を
展
示
し
な
が
ら
今
度
は
画
廊

の
で
は
な
く
、
自
分
の
や
り
方

で
成
功
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

＊
ウ
ゴ
ウ
ゴ
ル
ー
ガ

フ
ジ
テ
レ
ビ
系
列
で
数
年
前
に
放
送

さ
れ
た
子
供
番
組
。
コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
い
、
ナ
ン
セ
ン
ス
な
ジ
ョ
ー
ク

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
！
を
輩
出
、
子
供
番

組
に
デ
カ
ダ
ン
ス
的
な
要
素
を
を
持

ち
込
み
大
人
の
フ
ァ
ン
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
終
え
て

原
稿
お
こ
し
を
し
て
み
て
、
改
め

て
大
井
さ
ん
の
口
調
に
迷
い
の
言
葉

が
少
な
い
こ
と
を
感
じ
た
。
筆
記
さ

れ
た
文
を
話
す
が
ご
と
く
、
理
路
整

然
と
し
て
お
り
、
質
問
を
投
げ
か
け

て
も
既
に
用
意
さ
れ
た
が
ご
と
く
筋

の
通
っ
た
答
が
返
っ
て
く
る
。
つ
ま

り
、
大
井
さ
ん
の
中
で
は
私
の
考
え

る
よ
う
な
こ
と
は
既
に
経
験
済
み
、

思
索
済
み
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
す
る
が
、
そ
の
思
索
に
し
て
も

半
端
で
は
な
い
、
彼
女
の
作
品
の
完

成
度
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
熟
考
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
思
う
。
き
っ
と
今
ま

で
に
多
く
の
こ
と
を
自
問
自
答
さ
れ

て
き
た
の
で

あ
ろ
う
。
妥
協
せ
ず

に
答
え
を
出
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

プ
ロ
と
し
て
他
の
作
家
や
関
係
者
に

対
し
厳
し
い
見
解

を
も
つ
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
プ
ロ
と
す
れ
ば
当
然
の

こ
と
な
の
だ
が
。
そ
の
反
面
、
人
の

意
見
に
は
、
謙
虚
に
耳

を
傾
け
る
。

そ
こ
に
大
井
さ
ん
の
人
柄
の
や
さ
し

さ
を
感
じ
る
が
、
ま
た
プ
ロ
と
し
て

の
謙
虚
さ
で
も
あ
る
の
だ

ろ
う
。

何
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
精
神

世
界
の
広
が
り
を
、
守
り
育
て
て
い

く
だ
け
の
意
志
の
強
さ
と
技
術

を

大
井
さ
ん
の
人
柄
と
作
品
に
感
じ

た
。
個
人
的
に
は
彼
女
の
執
筆
に
よ

る
冒
険
フ
ア
ン
タ
ジ
ー

「封
印
の

鏡
」
の
完
結
編
を
早
く
読
み
た
い
こ

と
も
あ
る
が
、
二
～
三
年
後
に
予
定

さ
れ
て
い
る
個
展
で
の
展
開
が
今
か

ら
待
ち
遠
し
い
。
（小
川
千
恵
子
）
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“
あ
あ
、
他
人
の
目
に
映
る
私

を
我
が
眼
で
見
る
力
を
与
え
た

ま
え
”
ス
コ
ツ
ト
ラ
ン
ド
の
詩
人
ロ

バ
ー
ト

・
バ
ー
ン
は
翻
訳
し
に

く
い
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
英
語
で

こ
う
言

っ
た
。
こ
の
雑
誌
の
編

集
長
が
日
本
の
現
代
人
形
に
つ

い
て
述

べ
て
欲
し

い
と
私
に

言

っ
て
き
た
の
も
、
こ
の
詩
の

意
味
す
る
こ
と
か
ら
だ
と
思
う
。

私
は
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
つ
て

芸
術
史
の
専
門
家
で
は
な
い
が
、

伝
統
的
な
操
り
人
形
が
あ
る
国

は
変
化
に
富
み
独
創
性
の
あ
る

人
形
作
家
を
生
む

の
だ

と
わ

か

っ
た
。
日
本
も
例
外
で
は
な

い
。
人
形
は
単
に
動
く
だ
け
で

は
な
く
語
り
手
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。
だ
か
ら
性
格
を
表

す
た
め
に
表
情
と
か
衣
装
に
細

心
の
注
意
が
払
わ
れ
て

い
る
の

だ
。
優
れ
た
作
品
は
じ

っ
と
し

て
い
て
も
物
語
を
語
る
。

そ
の
国
の
生
活
水
準
も
重
要

な
要
素
だ
。
で
な
け
れ
ば
、
東

ヨ
ー
ロ
ツ
パ
や
イ
ン
ド
の
よ
う

な
国
か
ら
も
欧
米

や
日
本
に
匹

敵
す
る
人
形
が
あ
ら
わ
れ
る
は

ず
だ
か
ら
。

私
た
ち
外
側
の
人
間
が
知
っ

て
い
る
日
本
の
創
作
人
形
芸
術

を
考
え
る
と
き
、
歴
史
で
習
っ

た
ペ
リ
ー
提
督
と

一
八
五
三
年

の
日
本
開
国
が
頭
に
浮
か
ぶ
。

そ
れ
以
来
日
本
の
文
化
は
か
な

り
学
ん
だ
け
ど
、
日
本
の
人
形

の
世

界
は
狭
い
隙
間
か
ら
覗
い

て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。

定
期
雑
誌
の
、
そ
れ
も
通
常

二
月
号
に
は
デ
ジ
ャ

・
プ
体
験

の
ご
と
く
、
雛
人
形
の
紹
介
が

繰
り
返
さ
れ
、
着
物
を
な
び
か

せ
た
エ
キ
ゾ
チ
ツ
ク
な
ほ
ど
よ

い
作
品
が
例
と
し
て
挿
し
絵
に

使
わ
れ
て
い
る
。
次
に
人
間
国

宝

（か
、
そ
の
弟
子
？
）
に
つ
い

て
の
文
章
が
あ
っ
て
、
私
な
ど

は
日
本
の
人
形
作
家
の

活
動
を
も
っ
と
よ
く
知

る

こ
と
が
出
来
る
か

も

・
。
と
期
待
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
。

長
い
間
待
ち
続
け
、

一
般
向
け
で
は
あ
っ
た

が
つ
い
に

一
九
六
八
年

に
マ
サ
タ
カ

。
オ
ガ
ワ

に
よ
る

「不
朽
の
日
本

工
芸
」
が
日
米
両
国
語

で
発
行
さ
れ
た
。　
一
九

九
六
年

二
月
号

の
ド
ー
ル

・

リ
ー
ダ
ー
誌
に
掲
載
さ
れ
た
小

川
千
恵
子
の
素
晴
ら
し
い
記
事

に
よ
れ
ば
、
そ
の

一
九
六
八
年

に
は
人
形
作
家
の
新
世
代
が
新

素
材
と
形
式
を
持

っ
て
既
に
活

動
を
始
め
て
い
た
と
い
う
。
「不

朽
の
日
本
工
芸
」
で
は
平
田
郷

陽
、
堀
柳
女
、
鹿
児
島
寿
蔵
を

扱

い
、
著
者
は
人
形
作
家
の
章

の
前
書
き
の
中
で
、
人
形
を
彫

塑
と
呼
ぶ
こ
と
に
対
し
て
実
に

曖
昧
な
印
象
を
与
え
、
「
こ
の
三

人
だ
け
が
日
本
の
真
の
人
形
作

家
で
は
な
い
」
と
読
者
を
じ
ら

す
。
他
の
作
家
と
は
誰
な
の
か

と
い
う
の
を
知
る
の
に
、
な
ぜ

私
達
は
二
十
年
以
上
も
の
月
日

を
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。

そ
の
ヒ
ン
ト
は
ツ
ネ

・
ス
ギ

ム
ラ
の

「
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

ズ

ｏ
ノ
ー
ト
」
に
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
彼
は
そ
の
中
で
写
真

集
に
多
く
の
人
間
国
宝
を
同
時

に
収
録
す
る
と
き
の
難
し
さ
を

説
い
て
い
る
。
ニ
ア
ダ

（全
米

ア
メ

リ
カ
人
形
作
家
協
会
）
の

創
始
者

で
あ
る

ヘ
レ
ン

・
プ

ラ
ー
ド
も

一
九
七
〇
年
代
に
日

本
で
日
米
共
同
人
形
展
を

開
こ

う
と
し
て
似
た
よ
う
な
苦
労
を

経
験
し
た
ら
し
い
。　
一
九
九
五

年
の
エ
ア
ダ
の
会
議
に
日
本
の

人
形
作
家
達
の
代
表
団
が
参
加

し
た
こ
と

（注

・
Ｄ
Ｆ
Ｊ
七
号

で
紹
介
し
た
日
米
ド
ー
ル
ア
ー

ト
文
化
交
流
事
業
）
は
姿
勢
の

変
化
と
ア
メ
リ
カ
の
水
準
が
上

が

っ
た
こ
と
を
確
実
に
表
し
て

い
る
も
の
だ
。

し
か
し
、
そ
の
時
日
本
人
作

家
の
作
品
を
目
の
当
た
り
に
し

た
人
の
数
は
ご
く
僅
か
だ
し
、

も
は
や
絶
版
と
な
っ
た

「「個
倒

硼
副
剰
「
Ｊ
「
」
を
読
ん
だ
人
も

ほ
と
ん
ど
い
な
い
だ
ろ
う
。

多
く
の
人
が
知
る
と
こ
ろ
で
は

一
九
八
〇
年
に
ナ
シ
ョ

ナ

ル

・
ジ

オ

グ

ラ

フ
ィ
ツ
ク
の

「日
本
の

人
間
国
宝
」

と
い
う
映

画
の
中
で
、
人
形
作
家

の
代
表
と
し
て
鹿
児
島

寿
蔵
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
も
全
五
九

分
の
中
の
五
、
六
分
に

す
ぎ
な
い
。

さ
て
、
私
達
が
あ
な

た
方
日
本
の
人
形
作
家

を
ど
う
見
て
い
る
か
で
す

っ

て
？
要
す
る
に
、
見
て
い
ま
せ

ん
。
だ
っ
て
今
ま
で
ほ
と
ん
ど

見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
も

の
。
十
二
万
部
を
発
行
し
て
い

る
ド
ー
ル

・
リ
ー
ダ
ー
誌
の
特

集

「日
本
の
ド
ー
ル
・
ア
ー
ト
」

は
大
き
な
前
進
で
、
三
輪
輝
子

の

「
天
草
四
郎
」
が
表
紙
を

飾
っ
た
の
は
偉
業
な
の
だ
。
な

ぜ
な
ら
年
に
九
枚
に
な
る
雑
誌

の
表
紙
の
た
め
に
ど
の
人
形
が

店
頭
販
売
を
の
ば
す
の
か
、
十

分
な

検
討
が
な
さ
れ
た
結
果
だ

か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
な
出
現
に

よ
り
、
日
本
人
の
作
家
が
海
外

の
展
覧
会
に
む
け
て
準

備
を
は

じ
め
て
い
る
も
の
と
し
て
、
私

も
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

私
は

一
九
七
二
年
に
日
本
を

訪
れ
た
際
、
か
な
り
表
面
的
で

は
あ

っ
た
が
日
本
を
見
て
、
日

本
人
の
現
代
の
衣

服
や
家
具
は

ア
メ
リ
カ
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
デ
ザ
イ
ン
に
影
響
を
受
け
て

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
だ
か
ら

一体
も
の
を
制
作
す
る
日
本
の
　
略
て

作
家
や
ド
イ
ツ
語
圏
を
中
心
と
”

す
る
作
家
が
、
多
く
の
場
合
は

観

人
間
の
体
を
参
考
に
す
る
だ
け

矩

で
、
ア
メ
リ
カ
の
作
家
が
好
む

靴

写
実
主
義
と
は
か
な
り
か
け
離
¨

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
当
然

静

の
よ
う
に
思
え
た
。
心
理
学
者

鶴

な
ら
戦
争
で
同
じ
よ
う
な
経
験

利

を
し
て
いるか
ら
と解
釈
す
る
脚

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
単

酢

な
る
偶
然
の
一
致
だ
ろ
う
。
　
　
一

か
っ
て
私
達
が
日
本
の
人
形
世

郷

界
を
覗
い
て
い
た
せ
ま
い
隙
間

樹

は
小
川
千
恵
子
の
努
力
と
、
人

騰

形
を
世
界
の
場
に
持
っ
て
き
た

筆

作
家
達
、
海
外
で
活
躍
す
る
作

９９６

家
達
に
よ

っ
て
窓
と
な

っ
た
。
　
一‐

近
い
将
来
、
窓
は
ド
ア
と
な
る

り．

だ
ろ
う
が
、
そ
の
時
は
ど
ち
ら

レ．

か
ら
の
出
入
り
も
自
由
に
出
来

ド．

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
　
　
　
真‥写
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ギャラリーアメリア (東京・青山)

ア
ー
ト
と
ク
ラ
フ
ト
は
生
活

空
間
の
中
で
相
互
的
に
成
り
立

つ
と
考
え
る
オ
ー
ナ
ー
の
山
口

氏
は
、
赤
坂
か
ら

現
在
の
東

京

・
青
山
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
ア

メ
リ
ア
を
構
え
て
十
三
年
に
な

る
。　
一
階
は
工
芸

・
美
術
品
を

扱
う
シ

ョ
ッ
プ

「ア
ー
ツ
＆
ク

ラ

フ
ツ
」
、

三
階

が
ギ

ャ
ラ

リ
ー

・
ア
メ
リ
ア
と
な
っ
て
い

る
。
通
称
骨
董
通
り
の
路
地
を

入
っ
た
住
宅
街
に
あ
る
が
、
骨

董
類
は
扱
わ
ず
現
代
物
に
こ
だ

わ
り
、
国
内
の
作
家
を
優
先
し

て
紹
介
す
る
。

画
廊
だ
か
ら
ア
ー
ト
だ
と
気

張
ら
ず
に
、
ア
ー
ト
が
日
常
の

中
に
自
然
体
で
存
在
す
る
場
所

と
し
た
い
と
語
る
山
口
氏
自
身

が
カ
ジ
ュ
ア
ル
で
気
さ
く
な
方

で
あ
り
、
作
家
と
共
に
時
代
を

作
り
上
げ
る
ク
リ

エ
イ
タ
ー
と

し
て
の
印
象
が
あ
る
。

一
階
の
ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ

に
は
、
洗
練
さ
れ
た
セ
ン
ス
の

陶
器
や
ガ
ラ
ス
エ
芸
品
、
版
画

や
絵
画
が
陳
列
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
ギ

ャ
ラ

リ
ー
で
展
覧
会
を
開
い
た
作
家

の
作
品
か
ら
ビ

ツ
ク
ア
ツ
プ
さ

れ
た
も
の
で
、
人
形
で
は
、
石

塚
公
昭
の

「ブ
ル
ー
ス
す
る
人

形
」
、
武
井
久
美
子
の
詩
情
豊
か

な
曲
芸
師
た
ち
、
山
口
景
子
の

初
期
の
作
品
、
微
笑
み
を
誘
う

陶
人
形
の
高
橋
安
子
ら
の
作
品

が
あ
る
。

山
口
氏
は
創
作
人
形
も
日
本

の
表
現
の
中
の
大
事
な
ジ
ャ
ン

ル
と
考
え
、
年
に
二
～
三
国
人

形
展
を
企
画
し
て
き
た
。
紹
介

し
た
作
家
に
は
中
村
寝
郎
、
藤

井
路
以
、
細
山
潤
子
な
ど
が
お

り
、
つ
い
最
近
は
吉
田
良

一
と

武
井

久
美
子
の
個
展
を
開
催
し

た
ば
か
り
で
あ
る
。
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の
展
覧
会
は
ほ
と
ん
ど

が
企
画
展
か
協
力
展
で

あ
り
、

企
画
展
の
場
合
は
作
家
の
世
界

を
十
分
に
表
現
し
て
も
ら
う
た

め
に
展
示
内
容
に
口
出
し
を
し

て
い
な
い
。

約
二
十
年
間
、
人
形
界
は
も

と
よ
り
美
術
界
を
見
続
け
た
山

口
氏
は
、
作
品
は
時
間

・
社
会

の
中
で
淘
汰
さ
れ
、
本
当
の
評

価
は
メ
デ
ィ
ア
よ
り
人
が
し
て

い
く
も
の
だ
と
い
う
。
時
間
を

か
け
て
幅
広
い
表
現
活
動
を
続

け
て
い
れ
ば
、
い
ず
れ
何
か
評

価
さ
れ
る
も
の
が
出
て
く
る
だ

ろ
う
と
謙
遜
さ
れ
る
が
、
い
い

作
品
を
作
る
か
ど
う
か
最
終
的

に
は

「人
」
の
問
題
と
し
て
、
作

家
を
ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
て
い

る
と
い
う
言
葉
は
確
信
に
満
ち

て
い
た
。

（取
材

。
文
　
小
川
千
恵
子
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ア
メ
リ
ア

東
京
都
港
区
南
青
山
六

・
十
三
・

二
十
六

盤
〇
三
・
三
四
〇
〇
・
三
六
六
三

十
時
半
～
十
八
時
半

写
真
左
上
　
高
橋
安
子
の
陶
人
形

右
　
石
塚
公
昭
作
品

左
　
「ア
ー
ツ
＆
ク
ラ
フ
ツ
」
で
の

山
口
氏

15

TOPiCS
東
名
高
速
道
路

足
柄

サ

ー
ビ

ス

エ
リ

ア

「
十
二
人

の
人
形
展
」

十
二
月
二
十
日
～

一
九
九
六
年
二
月
二
日

展
覧
会
場
と
し
て
は
か
な
り

異
色
の
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
。
主
催
者
で
あ
る
財
団

法
人
道
路
施
設
協
会
に
と
っ
て

も
参
加
作
家
に
と
っ
て
も
は
じ

め
て
の
試
み
で
あ
り
、
会
場
の

性
格
に
お
い
て
当
初
は
不
安
を

隠
せ
な
い
作
家
も
い
た
。
だ

が
、
足
柄
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

黒
川
紀
章
設
計
に
よ
る
洗
練
さ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
や
清
潔

で
設
備
の
整
っ
た
内
部
は
、
従

来
の
サ
ｉ
ビ

ス
エ
リ
ア
の
イ

メ
ー
ジ
を

一
蹴
す
る
も
の
だ
っ

た
。
本
格
的
な

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

環
境
を
整
え
る
に
は
限
界
は
あ

る
が
、
逆
に
職
業
や
志
向
性
に

お
い
て
不
特
定
多
数
の
人
々
が
、

移
動
中
の

一
時
の
休
息
を
求
め

て
集
ま
る
と
い
う
共
通
の
状
況

で
の
芸
術
と
の
出
会
い
は
、
意

外
に
効
果
的
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
作
家
に
と
っ
て
も
、
あ
る
意

味
で
作
品
の
真
価
が
と
わ
れ
る

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
今
回
は

様
々
な
素
材
と
表
現
方
法
を
楽

し
め
る
よ
う
に
、
銅
の
赤
川
政

由
、
木
の
安
達
忠
良
や
岡
田
好

永
、
革
の
黒
沢
正
子
、
金
属
の
よ

ね
や
ま
り
ゅ
う
な
ど
十
二
人
の

作
家
が
集
ま
っ
た
。
入
場
者
は

思
い
が
け
な
い
人
形
と
の
出
会

い
に
先
入
観
な
く
素
直
に
鑑
賞
、

芳
名
帳
に
は
心
の
こ
も

っ
た
コ

メ
ン
ト
が
日
立
っ
た
。
四
五
日

間
の
会
期
中

一
万
四
千

人
を
動

員
し
、
早
々
に
次
回
展
の
予
定

が
決
ま
っ
た
と
い
う
。
採
算
を

優
先
す
る
企
画
展
の
多
い
中
、

人
形
作
家

に
は
そ
の
人
形
を
愛

で
る
人
と
の
出
会
い
が
全
て
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ

た
異
色
の
展
覧
会
だ
っ
た
。

山口景子の初期の作品も展示された

鶴痣
・

蜃．　
一由懇

「
鴨
ti:議

ヽ
．．

稜
ヽ

一

代

ヽ

盤直_=__`.1■
.

難‐.:な
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人
形
つ
薇

―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ

つ
れ

連
載
第
八
回

夫
　
一獨
島
弘
太
郎

私
は
も
と
よ
り
創
作
人
形

に
携
わ
る
人
々
は
な
ぜ
こ
の

限
定
さ
れ
た
特
殊
な
立
体
造

型
に
特
別
の
意
味
を
抱
い
て

し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
展

覧
会
場
な
ど
で
も
何
故
人
形

に
関
心
を
持
ち
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
尋
ね
ら
れ
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
理
由
を
問
い

直
し
て
み
る
と
自
分
で
も
首

を
か
し
げ
る
ば
か
り
で
困
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

人
間
と
人
形
と
は
な
に
か

生
き
物
と
し
て
原
初
的
な
部

分
で
強
い
関
わ
り
が
あ
り
そ

う
で
す
が
、
現
代
に
生
き
る

我
々
に
と
っ
て
そ
の
必
要
性

を
簡
潔
に
説
明
す
る
こ
と
は

難
し
い
よ
う
で
す
。
文
化
と

し
て
の
人
形
は
古
く
は
暮
ら

し
に
深
く
溶
け
込
み
生
活
の

一
部
と
な

っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
力
を
失
い
つ
つ
あ

る
現
代
で
も
な
お
、
あ
る
い

は
か
つ
て
よ
り

一
層
表
現
の

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
未
知
の
可

能
性
に
惹
か
れ
て
創
作
を
始

め
る
方
が
増
え
て
い
る
こ
と

は

一
見
奇
異
な
感
じ
さ
え
し

ま
す
。

一
般
的
に
立
体
表
現
は
平

面
に
比
べ
て
素
材
自
体
の
物

と
し
て
の
制
約
が
大
き
い
た

め
に
、
自
由
な
発
想
や
イ

メ
ー
ジ
を
そ
の
ま
ま
で
は
形

に
乗
せ
に
く
い
も
の
で
す
。

物
と
し
て
の
特
性
を
知
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
歩
み
寄
っ

て
や
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
現
実
的
な
不
自

由
さ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
で
も
ま
だ
人
形
に

は
表
現
媒
体
と
し
て
手
付
か

ず
で
残
さ
れ
て
い
る
余
地
が

あ
れ
ば
こ
そ
、
多
く
の
人
が

そ
こ
に
他
で
は
満
た
さ
れ
な

い
何
か
を
求
め
て
く
る
の
で

Ｌ
）
よ
う
。

従
来
の
様
式
や
手
法
は
素

材
を
効
率
よ
く
手
懐
け
ま
と

ま
り
を
持
た
せ
る
た
め
に
発

展
し
た
き
た
も
の
で
、
人
形

達
が
長
い
歴
史
の
中
で
培
っ

て
き
た
広
大
な
土
壌
を
鑑
み

る
と
考
え
得
る
あ
ら
ゆ
る
試

み
は
す
で
に
皆
試
さ
れ
て
き

た
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

も
し
も
創
作
の
発
想
が
そ
の

様
式
を
出
発
点
と
し
、
そ
の

ス
タ
イ
ル
を
踏
襲
す
る
こ
と

だ
け
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

だ
と
し
た
ら
今
日
の
よ
う
な

活
況
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。
そ
こ
に
留
ま
る
こ

と
に
飽
き
足
ら
ず
新
し
い
自

分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み

出
そ
う
と
つ
ね
に
模
索
し
て

い
る
人
々
が
増
え
て
き
た
か

ら
こ
そ
こ
れ
だ
け
多
様
な
表

現
が
生
ま
れ
て
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

創
作
人
形
は
も
は
や
床
の

間
芸
術
的
な
範
疇
か
ら
は
完

全
に
脱
皮
し
、
さ
ら
に
私

個
々
人
の
息
吹
を
吹
き
込
ま

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
形

と
い
う
言
葉
の
持
つ
イ
メ
ー

ジ
の
枠
か
ら
も
自
由
に
な
り

つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
の
変
化
し
て
い
く
未
知
の

部
分
が
創
作
人
形
の
大
き
な

魅
力
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

創
作
人
形
が
今
後
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
、

そ
の
た
ど
り
着
く
先
は
私
に

は
は
っ
き
り
と
は
判
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
そ
の
見
え
な
い

先
に
向
か
っ
て
、
多
く
の
人

達
に
よ
っ
て
日
々
生
み
出
さ

れ
て
い
る

一
体

一
体
が
そ
の

時
々
の
解
答
を
出
し
て
く
れ

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ

し
て
そ
れ
ら
が
持
つ
確
か
な

存
在
感
が
私
達
の
内
に
次
の

一
歩
を
踏
み
出
す

エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。（人
形
作
家
）

＊
写
真
　
昭
和
初
期
の
和
製
ビ
ス
ク

人
形

協
力
　
昔
人
形
館
青
山

ヽ
ヽ

●
●
●
■
―
―
●

ごれ,

III媚日か

P‐
1‐

|=聾 、ヽ

く|ト

一ヽ

・
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和紙の特長と人形の作り方を紹

介、実演とジョークに会場は大い

に沸いた。連日の講習会では、会

員作家が人形のボンネットや水溶

性の布を使つた妖精の衣装の作り

方などを講義した。私も日本の現

代作家の作品をスライドで紹介し

た。

やはり参加者の関心の中心は、人形コンテストである。作る人形により創作人形の
レッド、アンティークのレプリカはイエロー、現代人形作家のレプリカはグリーンと色
別に分かれ審査される。日本人として、黒田有美子さんがレッドセクションの型を使わ

ない大人の人形の部門で銀賞と一般賞、ミニチュア人形の部門でプロンズ賞を、清水弥
栄子さんが同じくレッドセクションのビスクの子供人形の部門で技術賞を受賞した。
同時開催された「世界人形作家展」では日本から中西京子さん、稲辺智津子さん、小
牧多賀子さん、小林美枝子さん、所由紀子さんの作品が展示された。欧米からはグンツェ
ル、ジェイン・デイヴィス、ポール・クレー&ピータ&コ ゥ、マヤ・ウィック、ジュン
コ・リスフェルド、マーサ。アームストロングハンドなどヨーロッパを中心とした活躍

中のドール・アーティストの他、デイヴィス

を通しニアダの作家の作品も展示された。中

コンベンション =リ ポート

小川千恵子 (ドール・フォーラム・ジャバン編集長)

さる 10月 5日 から8日 までの 4日間、シェイクスピアの生誕地と
して知られるイギリスのス トラトフオード・アポン・エイボンでグ
ローバル・ ドール・ソサエティ (以下GDS)の 第 13回 目の大会が
開催された。

世界から14カ国 250名 が参加、日本からは総勢 30名 ほどが参
加、講習会やイベントに積極的に参加した。 初日には受付をすませ
るとすぐに和紙人形作家の中西京子夫妻のプログラムがあり、日本の

西京子さんは、コンテストの審査員もつとめた。

緊張するコンテストとは対称的に、同ソサエティの「人形の作り手が国境を越

え親睦をはかる」の趣旨の通り、毎晩凝った演出のパーティが開催された。中世風
の食事会や、仮装パーティ、ディスコなど、楽しむときはとことん楽しむのが彼ら
の文化である。会長のキャロル・スタントン夫妻も初日と授賞式以外の晩は、舞台

衣装のお下がりだという中世風の衣装で過ごしていた。仮装パーテイでは爆笑の連

続、日本から参加した「山伏」は仮装コンテストに見事 2位入賞した。
今回初参加した作家の小牧多賀子さんは、全体を通し「人形とは愛でられるも
のだと思つているが、ここの人形をみて同じだと共感した」と感想を述べた。最終
日には一般公開のドール・ フェアがあり、人形素材や作品が販売された。

今年のGDSの大会は同時期にベルギーで開催を予定。今年のドール・フォーラ
ム・ジャパン GDS参 加ツアーについては未定。
GDS(世 界人形協会)についての問合せ先 :

大阪府吹田市津雲台 2-lC-13-101 te1 06-834-2007

朝倉和子

写真上 :レッドセクション、ビスク子供人形の部で金賞を受賞した独のヴアラの作品
中 :大人の人形の部で銀賞を受賞した黒田有美子さんの作品

下 :世界人形作家展で人気を集めた稲辺智津子さんの作品
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お化け屋敷店長日記
イラス トロ文 摩宮ピノン第 4回

ネ申様|の ルール

本
来
、　
神
に
形
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
の
上
に
も
同
等
に
降
り

注
が
れ
て
い
る
大
宇
宙
の
絶
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ
の
力
に
気

付
き
、
助
け
を
求
め
て
心
の
支

え
と
し
よ
う
が
、
気
付
か
ず

一

生
終
わ
ろ
う
が
、
そ
ん
な
こ
と

神
様
は

一
向
に
気
に
な
さ
ら
な

い
の
で
す
。
　
真
言
宗
の
開
祖
、

弘
法
大
師
で
あ
る
空
海
は
子
供

の
頃
、
死
ん
だ
兄
の
た
め
に
そ

の
小
さ
な
手
で
何
体
も
何
体
も

粘
土
で
仏
像
を
作

っ
た
そ
う
で

す
。
い
わ
ば
粘
土
の
人
形
で
す
。

私
達
の
よ
う
に
人
形
を
作
っ
た

り
、
絵
を
描
い
た
り
し
て
る
人

間
は
、

こ
の
神
様

と
接
す
る

チ
ャ
ン
ス
は
人

の
何
倍
も
あ

り
、
そ
れ
故
、
神
の
姿
を
偶
像

化
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
や
す
い
の
だ
と

思
い
ま
す
。

で
も
何
千
年
も
の
歴
史
を
持

つ
宗
教
に
は
、
決
し
て
犯
し
て

は
い
け
な
い
ル
ー
ル
が
あ
る
の

で
す
。
こ
の
ル
ー
ル
を
知
ら
な

か
つ
た
ば
か
り
に
、
善
意
か
ら

創
作
し
た
も
の
が
非
難
を
受
け
、

心
傷
つ
き
、
あ
る
い
は
才
能
あ

る
大
切
な
命
ま

で
失

っ
て
し

ま

っ
た
創
作
者
が
過
去
に
は

ガ
ル
ー
ダ
を
テ
ー
マ
に
作

っ
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
お
許
し
が
出
た
の
は
ガ

ル
ー
ダ
だ
け
。
「ガ
ル
ー
ダ
は
神

で
は
な
い
」
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

ガ
ル
ー
ダ
は
西
洋
で
い
ば
天
使

に
あ
た
い
す
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
神
の
使
い
の
鳥
の
化
身
な

の
で
、
神
で
は
な
い
ゆ
え
に
Ｏ

Ｋ
が
出
た
の
で
す
。
本
当
は
ガ

ル
ー
ダ
が
仕
え
た
三
大
神
の
ビ

シ
ュ
ヌ
や
シ
バ
、
プ
ラ
フ
マ
ン

や
ラ

ク
シ
ュ
シ
ー
な
ど
作
り
た

い
神
様
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の

だ
け
ど
、
私
な
ど
他
国
の
異
教

徒
が
気
楽
に
作

っ
て
は
い
け
な

い
ら
し
い
の
で
す
。

た
だ
、
抜
け
道
は
あ
り
ま
し

た
。
日
本
の
宗
教
の
神
様
の
中

に
シ
バ
も
プ

ラ
フ
マ
ン
も
ビ

シ

ュ
ヌ
も
名
前
を
代
え
て
入
っ

て
き
て
る
の
で
す
。
仏
像
は
誰

で
も
描
い
た
り
作

っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
日
本
は
世
界

一
自
由

に
神
様

が
作
れ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
た
だ
、
ル
ー
ル
で
は

な
い
の
で
す
が
、
私
が
よ
く
お

話
を
う
か
が
い
に
い
く
真
言
宗

の
お
寺
の
鳴
海
さ
ん
が
、
「摩
宮

さ
ん
、
天
部
の
神
様

っ
て
怖
い

ん
で
す
よ
」
と
お

っ
し
や
い
ま

す
。
特
に
歓
喜
天

（ガ
ナ
バ
チ

・

ガ
ネ
ー
シ
ャ
）
、
大
黒
天

（
シ

ヴ

ア
）
、
荼
吉
尼
天

（ダ
ー
キ

ニ
ー
）
は
軽
ん
ず
る
な
と
。
他

の
神
様
も
そ
れ
ぞ
れ
ま
つ
り
方

に
ル
ー
ル
が
あ
る
の
で
す
。

他
の
宗
教
の

一
つ
一
つ
の
こ

と
な
ど
、
と
て
も
書
き
き
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

宗
教
に
神
様
に

決
ま
り
事
は
残

念
な
が
ら
付
き
物
な
の
で
す
。

大
好
き
な
神
様
を
作
っ
て
し
ま

う
前
に
、
教
会
や
寺
院
に
、
あ

る

い
は
発
祥
国
の
大
使
館

へ
問

い
合
わ
せ
て
み
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

今
、
人
間
は
お
ご
り
す
ぎ
て

し
ま
っ
て
、
自
分
が
神
様
み
た

い
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

あ
る
日
天
か
ら

「
人
間
ど
も

め
！
く
だ
ら
な
す
ぎ
る
！
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
て
、
全

て
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
も
不

思
議
と
思
え
な
い
。
で
も
、
も

し
そ
の
時
人
間
が
多
少
で
も
生

き
残
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
な
ら

気
持
ち
も
生
活
も
落
ち
つ
い
た

と
き
、
そ
の
生
き
残
り
、
あ
る

い
は
新
人
類
が
最
初
に
作
る
芸

術
品
ら
し
き
物
、
そ
れ
は
き
っ

と
人
形
で
す
。

作
る
対
象
は
今
か
ら
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
神
様
！

そ

う
、
人
間
は
ど
う
し
て
も
神
様

が
大
好
き
な
の
で
す
。

「あ
、
何
か
文
句
あ
る
？
」

今
、
私
の
神
様
に
聞
い
た
の
。

文
句
な
い
っ
て
！

ヤ
`が
考
〆は

す
べ
て
、
偶
像
化
す
る
事
は

許
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。

一
方

イ

ン
ド

で
は

ヒ

ン

ド
ゥ
ー
の
絢
爛
豪
華
な
偶
像
化

さ
れ
た
神
々
の
大
世
界
、
そ
の

何
と
も
生
き
生
き
と
し
た
奔
放

な
魅
力
に
私
は
夢
中
に
な
ら
ず

に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
で
も
こ
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
も
、
や
は
り

ル
ー
ル
は
あ
る
の
で
す
。
私
は

ガ
ル
ー
ダ
が
好
き
で
こ
れ
か
ら

,7

き

っ
と
い

た
は
ず
で

す
。
絶
対

神
の
本
質

を
そ
の
ま

ま
受
け
入

れ
た
イ
ス

ラ
ム
教
で

は
、
絶
対

神
は
も
ち

ろ
ん
開
祖

モ
ハ
メ
ッ

ド
や
そ
の

家
族
、
有

名
な
高
僧

山野辺郁人形展

「セピア色の彼方から」

12月 に仙台で開催

行けな<て残念 !

会員の方から展覧会のご案内を頂きました。どうもありがとう。

拝見することが出来なくてごめんなさい !
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り仙台の会員の渋谷真理子さんはときどき楽し

いイラス ト入りのお手紙を下さいます。昨年

「地元に人形館が出来た」とのニュースを送って

下さったので、もう少しよく知りたいとの旨お

返事を出したらこんなに楽しいお手紙を下さい

ました。私一人で見るのは惜しいと思いここで

紹介させていただきました。渋谷さん、どうも

ありがとう。

自石人形の蔵の住所 :宮城県自石市城北町 4-

18′
「
EI_′ 0224-26-1475

りまた熊本県の会員の石坂紀美さんも、熊本県

立美術館の今西コレクション名品展について知

らせて下さいました。昨年九月に行われた同展

では、熊本のコレクターであった今西菊松が同

美術館に寄贈した堀柳女や平田郷陽などの人形

約 50点を展示したそうです。貴重な情報をど
うもありがとうございました。

熊本県立美術館

熊本県熊本市二の丸 2番

lEL′ 096-352-2111
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Ｄ
Ｆ
Ｊ
活
動
報
告

サ
ー

ニ
ッ
ト
講
習
会

一
月
十
四

・
十
五
日

前
回
好
評
だ
っ
た
サ
ー
ニ
ツ
ト
の

講
習
会
を
再
び
開
催
、
１
日
目
に
前

回
と
同
様
、
素
材
な
れ
る
た
め
の
頭

部

の
制
作
、
２
日
目
は
難
易
度
の

高
い
手
を
制
作
し
ま
し
た
。

０
　
手
の
芯
を
つ
く
り
、
粘
土
を

つ
け
て
い
く
。
芯
さ
え
し
っ
か
り
し

て
い
れ
ば
失
敗
し
な
い
。

②
　
成
形
。
手
の
リ
ア
ル
な
感
じ
、

特
に
血
管
の
浮
き
出
た
様
子
な
ど
が

簡
単
に
表
現
で
き
る
。

Ｄ
　
焼
成
。
頭
と
同
じ
よ
う
に
、

オ
ー
プ
ン
で
焼
く
。
手
の
部
分
に
よ

り
焼
け
具
合
が
変
わ
る
の
で
注
意
。

火
が

強
く
当
た
っ
た
り
焦
げ
る
の

が
心
配
な
場
合
は
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で

簡
単
に
カ
バ
ー
を
か
ぶ
せ
る
と
良

０
　
彩
色
。
講
習
会
で
は
リ
キ
テ
ッ

ク
ス
を
使
用
し
た
。

今
回
も
参
加
者
の
レ
ベ
ル
が
高

く
、
二
日
間
通
し
て
参
加
し
た
方

は
、
一
体
の
人
形
が
出
来
上
が
っ
て

し
ま
い

そ
う
な
勢
い
で
し
た
。
手

の
講
習
で
は
、
一
人
も
失
敗
す
る
人

が
な
く
、
講
師
の
黒
川
早
恵
美
さ
ん

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。
サ
ー
ニ
ッ
ト

の
長
所
は
、
肌
の
質
感
に
近
く
、
や

わ
ら
か
い
の
で
焼
く
前
な
ら
い
く
ら

で
も
表
情
が
出
せ
る

こ
と
だ
と
い

い
ま
す
。
サ
ー
ニ
ッ
ト
に
対
す
る
会

員
の
関
心
は
高
く
、
今
回
の
講
習
会

も
早
々
に
定
員
に
達
し
、
今
回
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
改
め
て

講
習
会
の
開
催
を
考
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

ニ

ュ
ー

ス

◎
ド
ー
ル
リ
ー
ダ
ー
で
日
本
人

作
家
を
紹
介

今
号
の

「ゲ
イ
ル
か
ら
の
手
紙
」

で
も
ふ
れ
て
い
た
が
、
世
界
で
最
高

の
部
数
を
誇
る
人
形
誌
ド
ー
ル

・

リ
ー
ダ
ー
が
今
年
の
２
月
号
で
日
本

の
現
代
作
家
十
三
名
を
カ
ラ
ー
七
頁

に
わ
た
り
特
集
し
た
。
表
紙
は
三
輪

輝
子
さ
ん
。
お
そ
ら
く
生
存
す
る
日

本
人
作
家
と
し
て
は
初
の
快
挙
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
誌
面
の
記
事

は
Ｄ
Ｆ
Ｊ
編
集
事
務
局
長
の
小
川
千

恵
子
が
執
筆
し
た
。
こ
の
ド
ー
ル

・

リ
ー
ダ
ー
誌
を
ご
希
望
の
方
は
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
・ド
ー
ル
ズ
の
通
信
販

売
を
通
し
て
ご
予
約
下
さ
い
。
部
数

に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◎
ド
ー
ル

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
」
閉
鎖

大
変
残
念
な
こ
と
に
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
五

号
の
ビ
ン
ス
ボ
ッ
ト
に
登
場
し
て
い

た
だ
い
た
長
崎
の
ド
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー

「ラ
ｏ
フ
ァ
ミ
ー
ュ
」
が
昨
年

十
二
月
二
十
七
日
に
開
鎖
し
た
。

ラ
・
フ
ァ
ミ
ー
ユ
は
九
州
は
も
ち
ろ

ん
、
全
国

で
も
お
そ
ら
く
唯

一
の

現
代
創
作
人
形
専
門
店
と
し
て
平
成

五
年
二
月
に
開
店
、
九
州
を
中
心
に

現
代
創
作
人
形

を
積
極
的
に
プ
ロ

モ
ー
ト
、
九
州
の
作
家
や
フ
ア
ン
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
に
大
き
な
役
割

を
演
じ
た
。
作
り
手
、
売
り
手
共
に

認
め
る
現
代
人
形
の
市
場
の
難
し
さ

を
再
認
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
希

望
と
し
て
は
オ
ー
ナ
ー
の

中
島
健

一
氏
が

「今
は
休
憩
中
」
と
語
り
、

奥
様
の
幸
子
さ
ん
は
、
現
在
は
縮
緬

小
物
を
扱
い
な
が
ら

「違
う
形

で

こ
れ
か
ら
も
人
形
の
小
さ
な
灯
を
と

も
し
続
け
た
い
」
と
語
っ
て
い
た
こ

と
だ
。
こ
れ
ま
で
の
中
島
夫
妻
の
健

闘
を
心
か
ら
ね
ぎ
ら
い
、
今
後
の
展

開
と
発
展
を
祈
り
た
い
。

新
連
絡
先
　
株
式
会
社
Ｊ
＆
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近況報告

山下治子
2～3セ ンチのねずみのミニアチュールでフランスで人気の高い

山下さんは今年の干支にちなみ、1月 6日から12日まで東京・

銀座の和光で本邦 2度目の展覧会を行った。表情豊かねずみとそ

れを裏付ける驚異的な技術は見る人をひきつけて離さなかつた。

会場での山下治子さん

2セ ンチほどの作品をルーペで見れば、どれも

そのまま大きくしても作品になるほど、動きや表

情が豊か、愛くるしい。髪の毛ほどの大さのイギ

リス製の針を使い、専用の糸を使って制作された

ぬいぐるみのねずみは、下着など見えない部分ま

で気が配られている。

今回の展覧会では 70点あまりを展示、 ドール
ハウスのように南フランスや日本の田舎といった

ステージを用意したが、作者によれば、それより

もこれらのねずみは日常の様々な場所にさりげな

くおいてもらうのがいいという。ビスクドールや

人形に幅広く興味を持ち、制作もする。

南フランス在住。

『
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from overseas

ジェイン デイヴィス

「デイジー・カッター」 人形は約10cm
ビスク製 関節は14カ所、乗っている木彫のロッキングホースも自身の作

ジェーンのミニチュア人形を初めて見た時、それまでミニチュア

人形について無知であった私 は、彼女の人形のわずか 2センチ位

の顔にはっきり見られる豊かな表現力、創造性の高さと、10セ ン

チ前後の体全体をジョイントで動かすことのできるテクニックの確

かさに感嘆した。限定作 品でもう作らなくなってしまったという

「ラスト・エンペラー」の幼い皇帝の表情は特に忘れられない。

最初からポーセレンの人形に興味を持っていたジェーンは、一九

七七年頃からプロの人形作家 として活動を始めた。宝石のデザイ

ンや修理を仕事としていたので、ミニチュアの人形を作るの に必

要な技術は、その時身につけた。正式なアートの教育は受けていな

いが、アートに対する興味はずっと持っていて、水彩画やベン画

もこなす。服飾デザインとその制作も 12～ 3年仕事と して、時
にはセミナーで教えていたという。そのせいか彼女のミニチュア人

形のコスチュームは素晴らしくセンスがいいし_その繊細さには

驚嘆してしまう。

イギリス南部、サセックスに住み、住居と仕事部屋は昔の学校を

(イギリス)

文 リスフェルド純子

ジェイン・デイヴィス

改造したもので、明るいインテリアで住み心地も仕事場としても

満点である。彼女の良き伴侶であり、仕事のパートナー、アシス

タント (事務)でもあるご主人のジョンとの間に男女二人の成人

した子供がいる。軍人でもあったジョンの勤務の関係でタイなど

アジア諸国にしばらく暮らしたこともあり、東洋文化に対する造

詣も深い。

人を引つばっていくリーダーシップがあり、物事をてきばきと

処理していく才能に恵まれていて、彼女のまわりにはいつも人が

集まつてくる。「イギリス人形作家協会 (BDA)」 trグローバル・

ドール・ソサエティ」、「N:ADA」 と、

なポストについている。

これからも今まで通りの現定数の

作り続けるが新しい試みである

大の作品も作っていきたい、と希望を話す。 キーな人

間だと思う、と彼女は言う。人形を通して「人生」を学べるから、

だそうだ。

で
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CLA.SSES
几例   代 :代表者 講 :講師  内 :内容 (関 :関節、固 :固定ポーズ、伝 :伝統技法、衣 :衣装・洋 :洋装、和 :和装)
素 :素材 (桐 :桐塑・桐粉、粘 :石塑・紙粘土)教 :教室 日 :講習日 入 :入会金 月 :月謝

アトリエ・リデル

166 東京都杉並区高円寺南 4-2-3

若松荘 101 03-3314-9794

岩切人形教室

158 東京都世田谷区上用賀 5‐ 27‐20
03-3425-2396

エコール・ ド・シモン
四谷シモン人形教室

:51 東京都渋谷区千駄ヶ谷 3-54
03-3402-9488

竹取物語人形学校

171 1東京都豊島区日白3-1-36

03‐ 3954‐ 3395

代 :山 上真智子

講 :山 上真智子

3(治

内 :関

素 :粘

教 :他 1

日 :水、他

入 :10000

月 :8000

代 :田村涼子

情 :横田早首

田村涼子

内 :固・園・衣 (洋 )

家具

素 :粘 /FRP

日 :相談

入 :15000
月 :6500よ り

代 :四谷シモン

講 :四谷シモン

小沢茂・高塚宏

内 :関

素 :桐・粘

日 :月 火水木土

入 :50000
月 :14000よ り

代 :宮崎優人

●:宮崎優人・竹村和子

桑原静江・小林三千子

内:口・衣 (洋・和)・抱き

人形・三ツ折れ・市松

素 :布・桐・釉・胡粉

日:月 火水木

入:20000

月:750より

ドール・スペース・ビグマリオン
158 東京都世田谷区奥沢6-28‐ 14-201

03-3704-3730
167 -102

藤井路以

173 東京都板橋区中丸町39-2‐ 104
03-3530-6598 5-1484

代 :吉田良―

講 :吉田良一

福島弘太郎

内:日・口・衣

・オブジェ・カラクリ等

素:布・木・桐・粘・FRP

日 :月ホ金土日

入 :20000

月 :13000

代 :福島弘太郎

講 :福島弘太郎

内 :日・関・衣 (洋)

素 :布・木・桐・粘

ビスク・FRp・ 張子

コンポジション

日 :金土日・他予約

ス、:20000よ り

月 :12500

(2100/1臓争rl)

代 :藤井路以

爾 :藤井路以

内 :日・園・伝・衣 (洋 )

マリオネット・からくり

素 :粘

日 :火・金

・ 日 (月 1回 )

入 :20000

月 :12000

代 :中 西京子

講 :各都市購師

内 :固・衣 (和 )

霧 :和紙

教 :全国各都市

購習日・月謝など

各教室による。

詳 しくは上記東京

中央教室に問合せを

よみうり渋谷アカデミー

オブジェドール教室

150 東京都渋谷区桜丘13-15
03-5458-8844

ARTモ マーユ

206 東京都多摩市貝取 2-5-3‐ 506
0423-76-1494

水澄美恵子人形教室

206 東京椰多摩市民取2-2-16‐203
0423-38-8639

安藤早苗人形教室

194 東京都町田市森野 1-37-1
0427-22-4030

代 :高橋操

講 :高橋操

内 :闘・衣 (洋 )・ 他

素 :粘

日 :第 1・ 3水

入 :5000

月 :12000(3月
`))

代 :所由紀子

講 :所由紀子

内 :固・衣 (洋 )

素 :布・粘

日 :第 1・ 2・ 3金

入 :10000
月 :8000

代 :水澄美恵子

講 :水澄美恵子
内 :日・目・伝

衣装 (和洋)
からくり

素 :布・桐・粘・FRP

オープン粘土・張子

教 :パルテノン多摩
/名古屋

日:ホ (月 2日 )
入 :lαXЮ

月 :lαXЮ

代 :安藤早苗

講 :安藤早苗

内 :固・関

素 :粘

教 :よみうり文化

センター町田 /川越

日 :第 2・ 4火他

月 :15000

ノーマ=ドール=スタジオ
242 神奈川県大和市西鶴間8-4‐29

0462-77-1332 4-1-1-202 045-972-2292

滝康子創作人形教室

333 埼玉県川口市芝4178-29
048-268-7380

360 埼玉県熊谷市箱田2‐ 11-12
0485-25-0959

代 :荒木野馬

講 :荒木野馬

内 :固・関・衣 (洋 )

素 :桐・粘

日 :火日 (各月 2回 )

入 :20000
月 :13000

代 :滝康子

講 :滝康子

内 :日・目・衣 (洋 )

・抱き人形

素 :布・粘・張子

・胡粉

日 :水

入 :20000
月 :12000

代 :福田朝子

講 :福田朝子

内 :固・衣 (洋 )

素 :布・粘

日 :第 2・ 3月木

入 110000
月 :10000

太山レミ人形教室

730 広島県広島市中区十日市町2-7-24
コーポサンシヤイン101 082-281‐ 5069

堀佳子 生き人形教室

719-01 岡山県浅口郡金光町佐方148-4
0865-42-3634

大橋敏子人形教室

720 広島県福山市地吹町 13-39-603
0849-31-5827

教室案内は偶数号に掲載さ

れます。掲載無料。

掲載をご希望の方は所定の

書式がありますのでお申込

下さい。

代 :太山レミ

驚 :太山レミ

内 :固・関・衣 (洋 )

布張 り

素 :布・桐・粘

日 :第 124火 土
月 :5000

Ⅲ■ ‐■,t

,

・ヽ

代 :堀佳子

講 :堀佳子

内 :固・関・衣

素 :布・桐・粘

オープン粘土

日 :第 2・ 4火

入 :10000
月 :8000

代 :大橋敏子

講 :大橋敏子

内 :田・衣 (洋 )

素 :粘・桐・ ビスク

布張リ

日 :第 1・ 4月

月 :5000
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やまと凰人形教室

濾
蜃
ぶ一

=ノ
L 懸
・
二
一

さんが,う さ

`二月兎工房

爾

代 :武井久美子

講 :武井久美子

内 :園・園・伝

素 :桐・粘

日 :木金土

入 :10000
月 :10000

心
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□
は
じ
め
ま
し
て
。
今
ま
で
人
形
に
関

「
く
、
　
す
る
情
報
が
ほ
し
く
て
も
な
か
な
か
手

「一
”．　に入らず一まわりには知
っている

ｒ
ｒ
』

人
も
お
ら
ず
、
フ
ト
足
を
踏
み
入
れ
た

Ｔ
Ｉ
・　
人
形
展
で
教
え
て
も
ら

っ
た
、
ま
さ
に

Ｔ
Ｉ
・　
運
命
の
出
会
い
。
教
え
て
下
さ
っ
た
作

ＦＦ一　一晴腱もそ（̈
隷剛が海″”試識詢薇

ロ
ー
』

で
す
。
や
は
り
活
動
が
多
い
の
は
関
東

で
す
ね
。
私
は
兵
庫
で
す
が
関
西
で
も

た
く
さ
ん
発
表
の
場
、
教
室
な
ど
増
え

て
は
し
い
も
の
で
す
。

私
は
今
、
二
十
才
、
子
供
も

一
人
お
り
、

な
か
な
か
人
形
作
り
に
も
手
が
出
せ
ま

せ
ん
。
十
代
の
こ
ろ
は
じ
め
て
作
つ
た

人
形
が
あ
り
、
も
っ
と
理
想
の
人
形
を

作
り
た
い
と
今
も
おヽ
も
い
つ
づ
け
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
Ｄ
Ｆ
Ｊ
で
関
西
に
も
人

形
教
室
の
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。
望
ん
で
い
る
読
者
の
方

も
多
い
は
ず
―
投
稿
の
コ
ー
ナ
ー
も
充

実
し
て
ほ
し
い
。
い
ろ
ん
な
人
の
ア
イ

デ
ア
な
ど
を
き
き
た
い
も
の
で
す
。

花
崎
千
尋

（兵
庫
県
三
木
市
）

□
長
い
間
、
ず

っ
と
情
報
が
欲
し
か
っ

た
の
で
す
。
地
方
で
作
る
い
ら
だ
ち
を

感
じ
続
け
て
い
ま
し
た
。
四
号
の
吉
田

先
生
、
六
号
の
四
谷
シ
モ
ン
さ
ん

（こ

の
お
二
人
は
地
方
で
作
っ
て
い
る
者
達

に
と
っ
て
は
神
様
の
よ
う
な
方
々
で
す
）

の
記
事
に
目
の
ウ
ロ
コ
が
ポ
ロ
リ
と
と

れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。
ど
こ
ま
で
心

を
込
め
る
か
、
ど
こ
ま
で
リ
ア
ル
に
作

る
か

ｏ
・
誰
で
も
必
ず
乗
り
越
え
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
課
題
で
す
。
そ
の
ほ
か
す

み
か
ら
す
み
ま
で
栄
養
に
な
る
こ
と
ば

か
り
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
中
身
は
濃
い
で
す
。

今
、
創
作
人
形
の
世
界
は
関
節
人
形
を

中
心
と
し
た
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
強

い
も
の
と
、
「人
形
は
優
し
く
愛
ら
し

い
も
の
」
と
す
る
流
れ
を
汲
む
も
の
に

大
き
く
分
か
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
小
川
さ
ん
に
は
ど
う
ぞ
い
つ
の
場

合
も
冷
静
で
中
立
の
視
点
で
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
同
じ
世
界
に
足
を
踏
み
入

れ
て
い
る
人
達
と
時
に
は
パ
ア
ツ
と
話

し
合
え
た
ら
と
思
う
と
き
が
あ
り
ま

す
。
き
っ
か
け
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
青

山
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
共
に
二
月
十

一

日
に
皆
様
に
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

木
村
宏
美

（岡
山
県
岡
山
市
）

■
偶
然
で
す
が
、
関
西
以
西
の
新
し
い

会
員
の
方
か
ら
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
お

手
紙
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
情
報

誌
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
と
私
も
思
い

ま
し
た
し
、
作
っ
て
み
た
ら
喜
ん
で
下

さ
る
方
が
多
か
っ
た
こ
と
が
私
の
一
番

の
喜
び
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
会

員
に
は
素
晴
ら
し
い
作
家
の
方
も
大
勢

い
ら
っ
し
や
い
ま
す
し
、
情
報
を
お
持

ち
の
方
も
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
持
て
る

知
識
を
Ｄ
Ｆ
Ｊ
の
場
で
分
け
合
っ
て
頂

け
れ
ば
ど
ん
な
に
い

い
か
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
関
西
の
皆
様
に
は
二
月
十

一

日
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
小
川

＊
チ
ョ
ッ
ト
チ
ャ
ツ
ト

ｏ
ェ
ｏ
■
ｏ
ェ
＞
↓
　
Ｄ
Ｆ
Ｊ
７
号
の
編
〓票

後
記
で
ふ
れ
た
、
Ｄ
Ｆ
Ｊ
編
集
長
の
小

川
千
恵
子
と
気
軽
に
人
形
談
義
を
す
る

幻
の
チ

ョ
ッ

ト

・
チ
ャ
ッ
ト
を
、

ち
よ
っ
と
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

す
。
日
時
は

二
月
、
四
月
、
五
月
の
十

日
の

一
時
半
か
ら
二
時
ま
で
の
間
に
集

合
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
未
定

で
す
。
ご
興
味
の
あ
る
か
た
は
連
絡

し

て
下
さ
い
。

う
０
つ
″ ●投稿募集
LETTERS、  REV!EW・・・採用分にはリーセはがきセットを進呈。

iNFORMA丁 !ON ニュースがあったらお知らせください。
近

"引

段告  プロの作家の新作の発表の場です。採用分には規定稿料をお支払い いたします。

教 室 案 内  DFJ偶 数号に掲載いたします。写真は返却できません。

展 覧 会 案 内  随時受け付けます。早めにご連絡 ください。写真は後からでも結 格です。

●次号原稿締切 3月 10日必着
写真の返却が必要なときには、「返却希望」と明記してください。

● DFJ購読方法
ドール・ フォーラム・ ジャパン (DB)は書店では販売されていません。販売は、 会員購読制
です。DFJは年に4回 :2月 、5月 、8月、11月 に発行されます。初年度会費は 5千円、継続会

費は4千 5百円です。お申し込みは年会費を下記の方法でご送金ください。

◆郵便振替 00170 3 252796「 ドール・フォーラム・ジャバン」
(通信欄にDF」 と記入)

0)現金書留・または郵便小為替

●継続手続きはお早めに !

今号で会員期限の切れる方には郵便振曽用紙を同封しています。機構会員の年会■は45∞円で

す。翌号発行までにお申し込みのない場合は、無効となりますのでご注意ください。

●バックナンバー
5号 (後藤朝子)、 6号 (四谷シモン)、 7号 (たがわまさき)

会員の方は 1部 1000円です。非会員の方 :1400円

ドール・フォーラム・ ジャバン第も号 1990年 2月 24日 発行
日集発行  ドール・フォーラム・ ジャバン事務局
〒 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57 ● (423-95-7547 Fん K0423-95-7975
編集責任者 小川千息子
印刷 株式会社 日出島
ドール・フォーラム・ ジャバンはユーラシア・ ドールズのスポンサーシップに より運営され

ています。

次号は 5月 24日 発行予定
展覧会DM同封希望の方 (個展DMは会員のみ)は 5月 15日 必着
枚数はお問い合わせください

本誌掲載の記事。写真の無断掲載を禁じます

編集後記

いつも綱渡りの編集作業だが、今回はハプニングの

連続。中でも嬉しい驚きだったのが、映画女優のデ

ミ・ムーアの来日である。彼女は現代ドールアートの

情熱的なコレクターで、2年後にはアイダホに世界初
の現代人形美術館の建設を予定している。その話はよ

く聞いていたが、なにせハリウッドのスター、天の星

のような存在にしか思っていなかった。だが、ひょん

なことかその美術館の館長となる人物と知り合い、彼

にDFJを送り続けいていたら、DFJの志向性は自
分たちと同じだと、デミと二人でいつも見ていてくれ

たという。これだけでも感激なのに、今回の来日の事

前に相談を受け、彼らと会うことまでできたのであ

る。それどころかホテルの部屋に入ると、なんとそこ

には私が送り続けていたDFJと、三輪輝子さんの表
紙のドールリーダーがきちんと置かれてある !これに

は本当に感激した。もちろん、私は何人かのコレク

ターのためだけに働くつもりはない。そうではなく

て、「芸術的な人形はもっと多くの人に知られて社会

的認識度を高めなければ」という彼らの主張が私の言

い続けてきたそのものであり、確かに同じ山を目指す

頼もしい仲間として身近に感じ分かり合えたことがと

ても嬉しかったのである。決して大女優然とせずに、

気さくに自然に、そして熱心に、私と同行した作家と

語り作品を批評していた姿は印象的だつた。彼女が与

勇輝館を訪れたことは既にフォーカスが報じたが、我

がDFJは 次号にて彼女の来日について伝えたい、
ドール・フォーラム・ジャバン事務局長 小川千恵子

[)OLL FORU卜 lJAPAN 3-27-57 KurlegaWa,Higashirnurayama― shi,Tokyo 189 JAPIAN tel+81 423 95 7547 fax+81423957975



ユーラシア・ ドールズ釣通信販売

ドール・アー ト0ファン待望の 2‐写真集

HI YOSHIDA
TR EVILLE

吉田良一 人形写真集
ANA丁OMIC DOLL Ⅱ
アナ トミック 0ドールⅡキッズ

A5判 全 64頁 (オールカラー)
¥1700(送料別)

発行 同文書院

岩切ファンが待ちこがれていた岩切夫妻初の写真集。

貴重な初期作品から最新作までを収録。

A5判 全 74頁 (オールカラー)
¥1854(送料別)

発行 トレヴィル

好評の前作アナトミック・ ドールに続く第 2弾。前作以降の

3回の個展の内容を集約。

お求めにはユーラシア・ドールズの通信販売をご利用下さい

IEU〔lRASIIA ID(0)lL〕LS
ユーラシア・ ドールズ 189 東京都東村山市久米川町 3-27-57

te1 0423-95-7547 fax 0423-95-7975

岩切克樹&映幹子作品集
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